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熱
唱
卒
業
式
の
後
、
壇
に
並
び
、
自
分

た
ち
自
身
へ
の
エ
ー
ル
の
歌
を
合

唱
す
る
嘉
島
中
の
卒
業
生
た
ち

放
水
４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
消
防

出
初
式
の
玉
落
と
し
競
技
で

放
水
す
る
団
員
ら



横
一
線

表
彰

急
げ

宣誓

整
然
と
列
を

整
え
る
団
員
た
ち

荒
木
町
長
か
ら
表
彰
状
を

受
け
取
る
団
員
た
ち

玉
落
と
し
競
技
で
ホ
ー
ス
を

担
い
で
駆
け
だ
す
団
員
た
ち

選手宣誓する
中田昇吾さん

行進 華麗元気に行進する幼年消防
クラブの園児たち

吹奏楽の演奏で式を
盛り上げた町消防音楽隊

２冠 玉落とし競技と機械器具点検の
２冠に輝いた井寺の団員ら
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お見事 放水で見事に
玉落とし

髙
木
智
之
、
廣
田
健
二
、
西
郡
孝

之
、
岩
永
泰
典
、
齊
藤
誠
、
甲
斐

良
輔

　

◇
勤
績
賞
（
同
15
年
以
上
）
中

路
晃
、
甲
斐
原
卓
也
、
吉
田
秀
一
、

中
㟢
竜
博
、
髙
松
秀
行
、
網
田
政

昭
、
齊
藤
修
、
木
下
隆
文
、
齊
藤

聖
和
、
笠
泰
将
、
吉
本
淳
一

【
嘉
島
町
表
彰
】

　

◇
優
良
団
員
（
同
10
年
以
上
）

中
田
昇
吾
、
髙
松
英
太
朗
、
富
嶋

圭
介
、
藤
瀬
雅
也
、
本
田
裕
二
、

山
河
猛
志
、
友
田
旭
彦
、
下
田

竜
太
、
上
野
幸
成
、

本
田
勝
也
、
野
㞍

健
司
、
川
野
洋
平
、

藤
本
功
将
、
増
永

貴
久
、
石
坂
文
識
、

岩
永
健
治
郎
、
上

田
晃
大
、
大
山
田

昭
二
、
佐
伯
柊
斗

第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
②
第

１
分
団
第
２
部
（
下
六
嘉
）
③
第

１
分
団
第
３
部
（
三
郎
無
田
）

【
消
防
長
官
表
彰
】

　

◇
永
年
勤
続
功
労
賞
（
消
防
歴

25
年
以
上
）
山
野
誠

【
熊
本
県
知
事
表
彰
】

　

◇
永
年
勤
続
功
労
賞
（
同
25
年

以
上
）
森
嶋
英
治
、
清
村
将
紀
、

牛
嶋
寿
男
、
石
坂
顕
昇
、
勝
本
誠

【
熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
】

　

◇
功
績
賞
（
同
20
年
以
上
）
岩

本
幸
博
、
福
本
康
一
、
齊
藤
誠
二
、

わ
れ
た
玉
落
と
し
競
技
で
は
、
小

型
ポ
ン
プ
を
操
作
し
、
３
つ
の
標

的
に
放
水
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
に
よ

る
通
常
点
検
も
披
露
さ
れ
、
町
長

の
点
検
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

各
競
技
成
績
と
被
表
彰
者
は
次

の
通
り
で
す
。

【
競
技
成
績
】

　

◇
通
常
点
検
①
第
４
分
団
（
高

田
・
上
仲
間
・
下
仲
間
・
犬
渕
）

◇
玉
落
と
し
競
技
①
第
１
分
団
第

１
部
（
井
寺
）
②
第
４
分
団
第
３

部
（
下
仲
間
）
③
第
４
分
団
第
１

部
（
高
田
）
◇
機
械
器
具
点
検
①

団
長
以
下
１
７
０
人
の
団
員
が
出

動
、
太
田
憲
治
副
団
長
が
総
指
揮

を
と
り
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
「
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
消
防
団
の
み
な
さ
ん
。

今
後
も
町
の
安
全
と
安
心
の
た
め

ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
激

励
。
森
嶋
団
長
は
「
平
和
の
中
で

も
危
険
が
潜
む
。
常
に
備
え
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
」
と
訓
示
し
、
第

２
分
団
第
２
部
（
上
六
嘉
）
の
中

田
昇
吾
部
長
が
選
手
宣
誓
を
行
っ

て
各
部
対
抗
の
競
技
に
入
り
ま
し

た
。

　

分
団
ご
と
に
行
わ
れ
た
通
常
点

検
で
は
、
団
員
ら
が
き
び
き
び
と

統
制
の
と
れ
た
規
律
訓
練
の
成
果

を
競
い
、
町
長
の
点
検
を
受
け
ま

し
た
。
町
民
体
育
館
駐
車
場
で
行

　

過
去
３
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

た
め
に
見
送
ら
れ
て
い
た
た
め
４

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
森
嶋
英
治荒木町長森嶋英治団長

太田憲治副団長

　

嘉
島
町
の
令
和
５
年
消
防
出
初
式
が
３
月
５
日
、
嘉
島
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
恒
例
の
玉
落
と
し
競
技
な
ど
で
日

頃
の
訓
練
ぶ
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
消
防
出
初
式

井
寺 

お
見
事
２
冠
達
成
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町議会第１回定例会の冒頭、 
町政報告や提案理由の説明を行う荒木町長

と
就
業
や
行
動
制
限
に
法
的
拘
束

力
が
な
く
な
り
、
感
染
者
や
濃
厚

接
触
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
待
機

期
間
も
な
く
な
り
ま
す
。
今
後
に

お
い
て
も
、
国
の
動
向
に
注
視
し

な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ゆ
う
す
い
Ｇご

Ｏう
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10

月
17
日
か
ら
１
か
月
間
の
実
証
実

験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
運
行
す

る
こ
と
で
嘉
島
町
地
域
公
共
交
通

会
議
に
て
承
認
を
い
た
だ
い
た
こ

と
か
ら
、
２
月
１
日
よ
り
本
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

概
ね
自
宅
前
で
乗
り
降
り
が
で

き
て
、
主
に
町
内
で
の
買
い
物
や
医

療
機
関
の
受
診
な
ど
の
利
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
外
へ
お

出
か
け
の
際
も
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
バ

　

３
月
に
入
り
、
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、

日
一
日
と
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ

る
中
、
改
選
後
初
め
て
の
定
例
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
新
た
に

３
名
の
議
員
さ
ん
が
仲
間
に
加
わ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、

議
会
と
執
行
部
が
一
緒
に
な
っ
て

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
第
８
波
の
影
響
に
よ

り
全
国
的
に
12
月
か
ら
徐
々
に
感

染
者
が
増
加
し
、
熊
本
県
に
お
い

て
も
１
月
５
日
に
は
６
６
１
５
人

と
１
日
当
た
り
の
最
高
感
染
者
を

記
録
し
ま
し
た
が
、
２
月
に
入
り

新
規
感
染
者
は
減
少
傾
向
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
は
５

月
８
日
に
今
の
「
２
類
相
当
」
か

ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

「
５
類
」
に
移
行
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
５
類
に
移
行
す
る

年
度
当
初
に
比
べ
て
２
億
９
２
８

９
万
５
千
円
増
加
。
主
な
事
業
と

し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
防
災
行

政
無
線
施
設
の
整
備
に
１
億
６
３

０
０
万
円
を
計
上
。
ま
た
乗
合
タ

ク
シ
ー
（
ゆ
う
す
い
Ｇご

Ｏう

）
の
運

行
開
始
に
伴
い
、
町
高
齢
者
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車
証
交
付

事
業
も
、
対
象
者
を
見
直
し
て
継

続
し
ま
す
。
嘉
島
東
部
台
地
土
地

区
画
整
理
で
は
、
現
在
入
居
が
進

む
区
画
の
東
側
に
新
た
な
区
画
を

整
備
す
る
事
業
に
２
億
４
９
４
８

万
６
千
円
を
計
上
し
ま
す
。

　

ま
た
４
年
度
一
般
会
計
は
、
補

正
で
３
億
５
１
３
２
万
３
千
円
減

額
と
な
り
、
総
額
は
65
億
８
９
２

７
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
空
席
だ
っ
た

教
育
長
に
青
木
政
俊
氏
の
任
命
に

同
意
。
教
育
委
員
に
髙
松
ひ
づ
る

氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
ま

た
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
増
岡

司
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
満
田
和
浩
、

　

嘉
島
町
議
会
の
令
和
５
年
第
１

回
定
例
会
は
３
月
７
日
に
開
会
。

追
加
提
案
さ
れ
た
人
事
案
や
令
和

５
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
計

23
議
案
（
条
例
４
件
、
当
初
予
算

７
件
、
補
正
予
算
５
件
、
そ
の
他

７
件
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
・
同
意
し
て
、
10
日
閉
会
し
ま

し
た
。

　

５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

64
億
６
１
９
３
万
５
千
円
で
、
前

て
執
行
部
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
「
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
野
伸
一
、
鍋
田
平
の
３
議
員
が
、

健
康
対
策
や
公
園
整
備
、
学
校
給

食
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い

64億6193万5千円
町 の 新 年 度 
一般会計予算

嘉 島 町 議 会 
第１回定例会

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
を
一
部
継
続

ゆ
う
す
い
の
杜
新
区
画
へ

荒
木
町
長
　
町
政
報
告

　
　
　
　
　
　
　（
12
月
定
例
会
以
降
）

【
町
政
報
告
…
５
面
に
続
く
】
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す
一
般
会
計
の
来
年
度
予
算
は
、

総
額
64
億
６
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
の
一
般
会
計
と
比

較
し
て
２
億
９
３
０
０
万
円
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
昨

年
か
ら
引
き
続
き
税
収
の
伸
び
が

鈍
化
し
て
お
り
、
１
９
０
０
万
円

程
度
の
増
で
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
も
、
住
民
の
要

望
に
こ
た
え
、
行
政
水
準
の
確
保

と
質
を
向
上
す
る
た
め
の
予
算
と

し
て
お
り
ま
す
。
代
表
的
な
事
業

と
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
か
ら
着

手
し
て
お
り
ま
す
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
施
設
の
整
備
に
１
億
６

３
０
０
万
円
。
嘉
島
東
部
区
画
整

理
事
業
に
２
億
４
９
０
０
万
円
。

嘉
島
中
学
校
体
育
館
屋
根
改
修
工

事
に
８
２
０
０
万
円
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
東
小
学
校
及
び
中

学
校
で
は
児
童
・
生
徒
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
校
舎
の

増
築
に
向
け
、
来
年
度
は
設
計
業

務
委
託
料
４
０
０
０
万
円
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
等
に
よ
り
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

築
が
着
工
し
て
い
ま
す
。

　

次
期
工
区
に
つ
き
ま
し
て
は
現

在
、
着
手
し
て
い
る
東
側
の
区
域

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
を
祝
う
会
の
開
催

　

令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）、

町
民
会
館
に
て
二
十
歳
を
祝
う
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

来
賓
の
案
内
を
制
限
し
、
ま
た
、

感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
１
０
８
名
の
う
ち
81
名

の
参
加
で
し
た
。

消
防
団
出
初
式
並
び
に

消
防
点
検
の
開
催

　

令
和
５
年
３
月
５
日
（
日
）、

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
も
踏
ま
え
、
来
賓
な
し
で
消

防
団
員
に
つ
い
て
も
出
場
人
員
を

制
限
し
て
、
団
員
１
７
０
名
の
参

加
で
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算

　

本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

を
支
給
し
ま
し
た
。
初
回
振
込
を

令
和
４
年
12
月
22
日
に
行
い
、
こ

れ
ま
で
延
べ
７
６
９
世
帯
へ
の
振

り
込
み
が
完
了
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
ト
イ
レ

改
修
工
事
及
び
西
小
学
校

職
員
室
他
改
修
工
事

　

各
学
校
の
乾
式
、
洋
式
化
へ
の

ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
度
内
に
完
了
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
に
お
い
て
、
新
し
い
ト

イ
レ
で
新
学
期
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
増
加
に
伴
い

着
手
し
て
お
り
ま
す
西
小
学
校
職

員
室
他
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
も
、

今
月
中
旬
を
目
途
に
新
し
い
職
員

室
及
び
保
健
室
へ
引
っ
越
し
を
行

い
、
残
工
事
を
含
め
年
度
内
の
完

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東
部
台
地
区
画
整
理

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」の
進
捗
状
況

　

令
和
３
年
度
か
ら
住
宅
メ
ー

カ
ー
へ
区
画
の
販
売
を
行
い
、
保

留
地
40
区
画
の
う
ち
、
37
区
画
で

住
居
の
建
築
が
着
工
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
32
区
画
で
は
、
す
で
に

入
居
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
地
23
区
画
に
お
い

て
も
、
全
て
の
区
画
で
住
居
の
建

の
団
地
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
緊
急

農
業
経
営
支
援
事
業
交
付
金

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
に
よ
る
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
農
業
経
営
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
農
業
者
へ

支
援
し
、
安
定
し
た
農
業
経
営
の

継
続
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
個
人

に
４
万
円
、
法
人
に
８
万
円
交
付

し
ま
し
た
。
対
象
者
は
３
６
６
件

（
う
ち
４
法
人
含
む
）
で
、
申
請

者
２
７
５
件
（
う
ち
４
法
人
含
む
）

の
う
ち
、
２
４
１
件
の
交
付
を
決

定
、
９
７
６
万
円
交
付
し
ま
し
た
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格

高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
）
に
対
し
、
１
世
帯
に
５
万
円

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ
め
、
多
く
の

路
線
バ
ス
停
留
所
と
も
結
節
し
て

お
り
、
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾

け
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
本
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

米
・
大
豆
の
作
付
け
目
安

　

令
和
５
年
２
月
６
日
に
行
わ
れ

た
嘉
島
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

に
お
い
て
、
令
和
４
年
産
の
普
通

作
作
物
の
生
産
状
況
を
鑑
み
、
農

家
の
所
得
安
定
の
た
め
、
令
和
５

年
産
の
主
食
用
米
と
大
豆
等
転
換

作
物
の
作
付
面
積
の
割
合
を
「
米

３
：
大
豆
等
７
」
と
し
、
水
田
面

積
７
０
１
㌶
に
対
し
、
水
稲
作
付

面
積
２
１
０
㌶
、
転
作
面
積
４
９

１
㌶
、
転
作
率
70
％
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
品
質
と
収
量
を
確
保
し
つ

つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
決
定

し
ま
し
た
。

　

大
豆
の
作
付
け
に
つ
い
て
は
、
昨

年
と
同
様
に
広
域
的
な
町
全
域
で

【
町
政
報
告
…
４
面
か
ら
続
く
】

荒
木
町
長
　
　
町
政
報
告
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工
事
で
は
、
和
式
ト
イ
レ
を
す

べ
て
洋
式
化
し
た
ほ
か
、
タ
イ
ル

張
り
だ
っ
た
床
も
衛
生
面
を
考
慮

し
て
乾
式
化
。
ま
た
、
西
小
と
中

学
校
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し

た
多
目
的
ト
イ
レ
も
新
し
く
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
役
場
の
ト
イ
レ
も
す

べ
て
洋
式
化
を
完
了
。
１
階
部
分

に
は
男
女
と
も
各
１
カ
所
、
幼
児

用
の
い
す
も
取
り
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
内
の
小
中
学
校
、
お
よ
び
役

場
で
進
め
て
い
た
ト
イ
レ
の
洋
式

化
へ
の
改
修
工
事
が
年
度
内
に
完

了
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
３
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
つ
い
て
は
、
全
国
町
村
会
長

を
務
め
る
荒
木
町
長
ら
が
国
と
地

方
の
協
議
の
場
で
要
請
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
国
の
予
算
を
活
用
し
て

整
備
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
嘉
島
町
で
は
令
和
３
年
度

に
設
計
、
４
年
度
の
９
月
か
ら
順

次
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
議
会
は
３
月
10
日
、
任

期
満
了
の
髙
松
ひ
づ
る
氏
（
66
）

＝
井
寺
＝
を
再
任
す
る
人
事
案
に

同
意
し
ま
し
た
。
３
月
14
日
、
荒

木
町
長
が
任
命
書
を
交
付
し
ま
し

た
。

　

髙
松
氏
は
平
成
29
年
、
嘉
島
中

勤
務
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
元
中

学
校
教
諭
。
平
成
31
年
３
月
か
ら

教
育
委
員
を
務
め
、
今
回
２
期
目
。

昨
年
末
に
髙
野
前
教
育
長
が
退
職

さ
れ
た
後
、
教
育
長
職
務
代
理
者

を
務
め
て
い
ま
し
た
。

た
。
増
岡
氏
は
元
町
総
務
課
長
。

町
議
２
期
目
で
、
町
議
と
な
る
前

に
は
町
代
表
監
査
委
員
も
務
め
て

い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
議
会
は
３
月
10
日
、
議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
増
岡
司
氏

（
73
）＝
上
六
嘉
＝
を
選
任
す
る

人
事
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
う
も

の
で
、
増
岡
氏
は
翌
日
、
荒
木
町

長
か
ら
辞
令
の
交
付
を
受
け
ま
し

　

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

任
命
権
者
の
荒
木
町
長
が
同
日
、

辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

青
木
新
教
育
長
は
、
昭
和
59
年

に
県
に
採
用
さ
れ
、
健
康
福
祉
部

福
祉
審
議
員
や
総
務
部
人
事
課
長
、

県
教
育
委
員
会
教
育
総
務
局
長
な

ど
を
経
て
、
令
和
４
年
３
月
末
に

県
を
退
職
。
今
年
３
月
末
ま
で
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で
常

務
理
事
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

青
木
新
教
育
長
は
「
嘉
島
町
の

人
づ
く
り
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と

　

嘉
島
町
議
会
は
３
月
10
日
、
髙

野
隆
前
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
元
県
人
事
委
員
会
事
務
局
長

の
青
木
政
俊
さ
ん
（
61
）＝
熊
本

市
東
区
＝
を
教
育
長
に
任
命
す
る

人
事
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

髙松ひづる教育委員

増岡司監査委員

話
し
て
い
ま
す
。

青木政俊教育長

教
育
長
に
青
木
政
俊
氏

元
県
人
事
委
員
会
事
務
局
長

髙
松
ひ
づ
る
氏

�

教
育
委
員
再
任

議
会
監
査
委
員

�

増
岡
氏
が
就
任

嘉
島
西
小
に
備
え
ら
れ
た
多
目
的
ト
イ
レ
。

車
い
す
の
人
も
出
入
り
し
や
す
い
造
り
に

トイレすべて洋式化
小中学校と役場

役
場
ト
イ
レ
の
幼
児
用
い
す
。

１
階
の
男
女
ト
イ
レ
に
各
１
カ
所
設
置
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人
前
の
自
衛
官
を
目
指
し
ま
す
。

　

激
励
会
は
欠
席
し
ま
し
た
が
、

嘉
島
町
か
ら
は
令
和
４
年
度
、
甲

斐
愛あ

未み

さ
ん
（
上
島
）
が
昨
年
９

月
に
陸
上
自
衛
隊
久
留
米
駐
屯
地

に
入
隊
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
研

修
会
が
２
月
24
日
、
嘉
島
町
民
会

館
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
は
、
一
人

暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
の

家
を
訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な
る

な
ど
の
友
愛
活
動
す
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
た
ち
で
、
嘉
島
町
で
は

13
の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
２
～
３

人
が
会
員
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
に
は
、
約
50
人
が
参

加
。
早
川
眞
澄
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長
が
「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル

パ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
。
訪
問
時
の
話
し
相
手
に

な
る
コ
ツ
な
ど
の
説
明
に
続
い
て
、

「
友
愛
活
動
を
続
け
て
い
く
に
は

ま
ず
自
分
自
身
が
健
康
で
あ
る
こ

と
が
基
本
」
と
し
て
、
手
軽
な
筋

力
ア
ッ
プ
の
体
操
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
＝
写
真
。

で
い
き
ま
す
。

　

審
議
会
に
は
町
議
会
や
町
内
各

種
団
体
を
代
表
す
る
委
員
が
出
席
。

東
部
台
地
区
画
整
理
事
業
の
造
成

費
、
計
画
策
定
委
託
料
な
ど
社
会

資
本
を
整
備
す
る
た
め
の
投
資
的

事
業
に
つ
い
て
、
予
算
の
裏
付
け

が
つ
い
た
令
和
５
年
度
分
の
事
業

を
主
に
審
議
、
原
案
通
り
荒
木
町

長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
後
３
カ
年
で
は
62
億
２
６
０

０
万
円
余
の
事
業
が
計
画
さ
れ
、

こ
の
う
ち
令
和
５
年
度
分
に
は
13

億
３
４
０
０
万
円
余
の
事
業
費
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
総
合
計
画
審
議
会
が
２

月
28
日
、
町
役
場
会
議
室
で
開
か

れ
、
町
の
第
６
次
総
合
計
画
の
う

ち
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

３
カ
年
の
実
施
計
画
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
は
令
和
３
年

度
か
ら
10
年
間
の
基
本
構
想
を
令

和
３
年
３
月
に
策
定
。
毎
年
、
３

カ
年
を
見
据
え
た
実
施
計
画
を
作

り
、
具
体
的
な
事
業
に
取
り
組
ん

あ
い
さ
つ
。
野
村
頭
取
が
「
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
支
援
し
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

熊
本
銀
行
と
の
包
括
連
携
協
定

で
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
、
道
路
破
損
の
情
報
提
供
、

企
業
誘
致
等
の
支
援
、
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
な
ど
で
も
互
い

に
連
携
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
嘉
島
町
は
、

同
様
の
協
定
を
日
本
郵
便
と
も
昨

年
12
月
に
結
ん
で
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
は
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
の
実
現
の
た
め
に
熊
本
銀
行

と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
地
域

の
見
守
り
活
動
や
地
域
活
性
化
な

ど
で
協
力
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
役
場
大
会
議
室
で

締
結
式
が
開
か
れ
、
荒
木
町
長
と

熊
本
銀
行
の
野
村
俊
巳
頭
取
が
協

定
書
に
押
印
。
荒
木
町
長
が
「
協

定
を
機
に
、
今
後
さ
ら
な
る
連
携

強
化
を
図
り
、『
住
ん
で
良
か
っ
た
』

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

協定書を手にした荒木町長と野村俊巳熊本銀行頭取
　

自
衛
隊
家
族
会
宇
城
地
区
協
議

会
主
催
の
宇
城
・
上
益
城
地
区
合

同
入
隊
入
校
予
定
者
激
励
会
が
３

月
11
日
、
美
里
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
、
航
空
自
衛
隊

に
入
隊
予
定
の
林
凜り
ん

和か

さ
ん
（
上

仲
間
）
が
出
席
。
来
賓
や
先
輩
た

ち
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
激

励
会
に
は
荒
木
町
長
も
出
席
、
記

念
品
を
渡
し
ま
し
た
。
山
口
県
の

防
府
南
基
地
で
教
育
を
受
け
、
一

荒木町長から記念品を贈られる 
林凜和さん

自
衛
隊
入
隊
入
校�

予
定
者
を
激
励

町
か
ら
２
名
入
隊

町
総
合
計
画
審
議
会

３
カ
年
事
業
を
承
認

シルバーヘルパー研修会

見守りや活性化で協力
町と熊本銀行、包括連携協定
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２
歳
児
ま
で
の
「
未
満
児
」
を

受
け
入
れ
て
い
る
「
ニ
チ
イ
キ
ッ

ズ
か
し
ま
西
保
育
園
」
で
25
日
、

２
歳
児
６
人
の
卒
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
園
（
定
員
19
人
）
は
、
未
満

児
の
待
機
児
童
解
消
を
図
る
た
め

に
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
開

園
、
３
歳
児
に
な
る
際
は
別
の
園

に
転
園
し
ま
す
。
式
で
園
児
ら
は

川
島
ひ
と
み
園
長
か
ら
修
了
証
書

を
も
ら
い
、
う
れ
し
そ
う
に
保
護

者
た
ち
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
各
園
の
卒
園
式
の
期
日
と

卒
園
者
数
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
11
日　

お
ひ
さ
ま
リ
リ
ー
保

育
園
17
人
▽
17
日　

か
し
ま
幼
稚

園
30
人
▽
18
日　

嘉
島
保
育
園
39

人
▽
25
日　

幼
光
保
育
園
25
人
、

東
部
幼
光
保
育
園
12
人

道
へ
元
気
に
進
ん
で
」
と
励
ま
し

ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
の
山
本
隼じ
ゅ
ん

平ぺ
い

さ

ん
は
答
辞
で
、「
制
限
の
多
い
３

年
間
で
し
た
が
、
当
た
り
前
の
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
嘉
島
中
で
学
ん
だ
こ
と

を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
卒
業
生
た
ち
は
全

員
で
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
で
歌
っ
た
「
手
紙
～
拝

啓
十
五
の
君
へ
」
を
熱
唱
、
巣

立
っ
て
い
く
自
分
た
ち
自
身
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
が
緩
ま
り
、
保
護

者
も
複
数
の
参
列
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
生
徒
も
マ
ス
ク
を
外
し

て
式
に
臨
み
ま
し
た
。
福
永
純
一

校
長
が
一
人
一
人
に
卒
業
証
書

を
授
与
。
福
永
校
長
は
式
辞
で
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
協
力
と
団
結
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
経
験
は
長
い
人
生

で
き
っ
と
役
に
立
ち
ま
す
」
と
ね

ぎ
ら
い
。
そ
し
て
「
失
敗
は
財
産

と
な
り
ま
す
。『
失
敗
が
あ
る
か

ら
成
功
が
あ
る
。
挫
折
が
あ
る
か

ら
幸
せ
が
あ
る
』
と
信
じ
て
、
夢

を
あ
き
ら
め
ず
、
自
分
の
道
を
歩

ん
で
い
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
荒
木
町
長
も
「
皆
さ
ん

方
の
若
々
し
い
頭
脳
と
感
性
こ
そ

社
会
を
支
え
る
原
動
力
。
新
た
な

福永校長が式辞

卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞
を
述
べ
る

山
本
隼
平
さ
ん

　

嘉
島
中
の
第
72
回
卒
業
式
が
３
月
４
日
、

同
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、１
０
１
人
が
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

マ
ス
ク
を
着
け
て
校
歌
を
歌
う

卒
業
生
た
ち

福永校長から 
卒業証書を授与される 
嘉島中の卒業生

失敗を財産に    自分の道を
嘉
島
中
　
卒
業
式

101
人
巣
立
つ

修
了
証
書
を
受
け
取
る

卒
園
児

保育園・幼稚園でも卒園式

広報かしま2023.4

8



　

嘉
島
東
小
の
卒
業
式
が
３
月
23

日
、
体
育
館
で
行
わ
れ
、
38
人

（
男
子
16
人
、
女
子
22
人
）
に
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
下
正
尊
校
長
は
式
辞
で
「
中

学
生
活
に
は
不
安
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
に
は
仲
間

が
い
ま
す
。
仲
間
を
信
じ
て
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
卒
業
生
た
ち
は
、

最
後
に
６
年
間
を
振
り
返
り
、
保

護
者
や
先
生
た
ち
に
感
謝
の
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。

「別れの言葉」の中、全員で合唱する卒業生たち＝西小 コサージュを胸に卒業式に臨む卒業生たち＝東小

卒
業
証
書
を
授
与
す
る
岩
下
校
長

卒
業
証
書
を
授
与
す
る
江
上
校
長

祝

卒
業

西小 81人 東小 38人

授与された卒業証書を誇らしげに示す卒業生＝西小

感
謝
の
思
い
を
込
め
た
歌
を
歌
う 

卒
業
生
た
ち
＝
東
小

　

嘉
島
西
小
の
卒
業
式
も
同
日
、

体
育
館
で
開
か
れ
、
男
子
34
人
、

女
子
47
人
の
81
人
の
卒
業
生
が
巣

立
ち
ま
し
た
。

　

江
上
知
男
校
長
は
式
辞
で
「
こ

れ
か
ら
は
三
つ
の
「
マ
」
を
大
切

に
。
時
間
と
空
間
と
仲
間
。
ふ
だ

ん
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
で
す
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
毎
日

を
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
語

り
。「
別
れ
の
言
葉
」
で
は
、
卒

業
生
た
ち
が
全
員
合
唱
を
交
え
な

が
ら
、
家
族
や
先
生
た
ち
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

仲
間
と
助
け
合
っ
て

３
つ
の「
マ
」大
切
に
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「
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
２
月
６
日
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
（
全

労
済
）
と
上
益
城
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
労
福

協
）
か
ら
「
７
才
の
交
通
安
全
マ
ッ
プ
」
＝
写
真
＝

が
嘉
島
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
材
は
、
全
労
災
が
金
沢
大
学
と
共
同
研
究

し
て
開
発
し
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
す
。
間
違
い
探

し
の
ク
イ
ズ
を
盛
り
込
み
、
交
通
安
全
ル
ー
ル
を
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ウ
ェ
ブ
で
入
手
で

き
る
動
画
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
手
軽
に
教
室
で
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
新
し
く
入
学
す
る
小
学
１
年
生
た
ち
に

交
通
安
全
教
育
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
マ
ッ
プ
や

使
い
方
を
解
説
す
る
動
画
を
見
る
こ
と
も
で
き
、
家

庭
で
の
活
用
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
で
、
流
域
９
市
町
の
首
長
た
ち

が
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
水
害
常
襲
地
帯
だ
っ

た
嘉
島
町
の
荒
木
町
長
は
、「
河

川
改
修
に
よ
っ
て
水
害
が
起
き
に

く
く
な
り
、
人
口
も
増
え
た
。
災

害
が
激
甚
化
す
る
中
、
今
後
も
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
と
り
く
み
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

上
流
か
ら
は
河
川
に
堆
積
す
る
土

砂
の
問
題
下
流
の
首
長
か
ら
は
高

潮
の
被
害
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

流
域
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

緑
川
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
流

域
９
市
町
の
首
長
ら
が
一
堂
に
集

ま
っ
て
課
題
を
話
し
合
う
「
緑
川

流
域
サ
ミ
ッ
ト
」
が
２
月
23
日
、

熊
本
市
の
ア
ス
パ
ル
富
合
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

流
域
の
19
住
民
団
体
と
９
市
町
、

国
、
県
で
組
織
す
る
緑
川
流
域
会

議
が
流
域
の
連
携
を
図
ろ
う
と
開

催
。
熊
本
大
学
の
田
中
尚
人
准
教

授
が
「
持
続
可
能
な
流
域
治
水
社

会
を
見
据
え
た
か
わ
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
て
話
し
た
後
、
パ
ネ

ル
討
論
会
で
は
、
上
流
か
ら
下
流

　

令
和
４
年
度
の
嘉
島
町
民
講
座
の
最
後
の
講
座

が
３
月
８
日
、
町
民
会
館
大
会
議
室
で
開
か
れ
、

嘉
島
町
出
身
の
偉
人
・
松
前
重
義
氏
の
功
績
や
思

想
に
つ
い
て
、
東
海
大
学
松
前
重
義
記
念
館
の
玉

永
幸
次
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

上
島
出
身
の
松
前
氏
は
、
逓
信
省
（
後
の
郵
政

省
）
で
画
期
的
な
通
信
シ
ス
テ
ム
を
発
明
し
、
そ

の
祝
金
で
望
星
学
塾
（
東
海
大
学
の
前
身
）
を
開

設
。
そ
の
後
、
Ｆ
Ｍ
放
送
を
利
用
し
た
通
信
教
育
、

夜
間
大
学
の
開
設
な
ど
の
ほ
か
、
政
治
や
国
際
交

流
面
で
も
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

玉
永
さ
ん
は
「
記
念
館
は
嘉
島
町
名
誉
町
民
に

な
っ
た
重
義
氏
が
町
に
恩
返
し
を
、
と
整
備
し
た

施
設
。
柔
道
場
を
活
用
し
た
柔
道
塾
や
文
化
活
動

の
場
と
し
て
広
く
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
町
民
講
座
は
４
月
21
日
か
ら
来

年
３
月
ま
で
計
６
回
開
催
。
ま
だ
若
干
の
余
裕
が

あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
町
教
委
社
会
教
育
課

☎
２
３
７－

０
０
５
８
。

流域の首長らが一堂に集まり、課題を話し合った 
緑川流域サミット

町
民
講
座
の
最
終
講
座
。

円
内
は
玉
永
氏

新入学児童向け教材

下流～上流　9 市町長ら一堂に

緑川流域サミット

クイズで学ぶ交通安全

家
庭
で
も
活
用
可

松前重義氏の功績学ぶ
最終町民講座令和 4 年度

広報かしま2023.4

10



　

嘉
島
中
の
２
年
生
94
人
が
３
月

10
日
、
同
中
体
育
館
で
開
か
れ
た

立
志
式
に
臨
み
、
将
来
の
目
標
や

心
が
け
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

古
来
の
元
服
に
ち
な
ん
で
14
歳

の
２
年
生
に
将
来
に
向
け
た
自
覚

を
深
め
て
も
ら
う
行
事
で
す
。
生

徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
他
の
ク

ラ
ス
や
先
生
、
保
護
者
た
ち
に
向

か
い
合
っ
て
一
列
に
並
び
、
一
人

ず
つ
、
目
標
や
言
葉
を
書
い
た
紙

を
掲
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希

望
を
披
露
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

保
育
士
や
農
家
、
自
衛
隊
員
に

な
り
た
い
と
具
体
的
な
職
業
を
述

べ
る
生
徒
の
ほ
か
、
努
力
、
絆
、

笑
顔
、
感
謝
な
ど
、
目
標
と
す
る

信
条
を
披
露
し
て
、
大
人
へ
向
け

た
決
意
や
心
構
え
を
言
葉
に
し
ま

し
た
。

将来の夢表明－嘉島中２年生

　

南
九
州
法
人
会
連
絡
協
議
会
が
募
集
す
る
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
嘉
島
東
小
６
年

生
の
赤
星
凛
さ
ん
の
作
品
が
、
熊
本
国
税
局
長
賞
に

選
ば
れ
、
３
月
９
日
、
金
子
郁
義
熊
本
東
税
務
署
長

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
星
さ
ん
の
絵
は
が
き
は
、
ヒ

マ
ワ
リ
の
花
か
ら
か
か
る
虹
色
の
橋
を
躍
動
し
な
が

ら
渡
っ
て
い
く
人
形
た
ち
を
背
景
に
「
税
金
は
笑
顔

の
た
ね
」
と
呼
び
か
け
る
明
る
い
作
品
で
、
熊
本
、

大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
４
県
で
の
上
位
作
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
小
６
年
の
永
瀬
朝
香
さ
ん
が
熊
本

法
人
会
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
、
嘉
島
西
小
５
年
の
吉
富
永
利
加
さ
ん
が

熊
本
法
人
会
長
賞
を
獲
得
、
赤
星
凛
さ
ん
が
金
賞
と

な
っ
た
ほ
か
、
嘉
島
東
６
年
永
田
百
花
さ
ん
が
銀
賞
、

同
東
田
千
結
莉
さ
ん
、
同
西
郡
愛
華
さ
ん
が
銅
賞
を

受
け
ま
し
た
。

編
成
し
、
４
チ
ー
ム
ず
つ
の
総
当

た
り
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
対
戦
。

試
合
の
合
間
に
は
、「
中
学
で
や

り
た
い
部
活
」
や
「
生
ま
れ
変
わ

る
な
ら
何
に
な
り
た
い
」
な
ど
の

自
己
紹
介
を
し
合
っ
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
嘉
島
中
の
生

徒
会
も
学
校
紹
介
に
登
場
。
大
山

田
悠
真
会
長
ら
三
役
７
人
が
校
則

や
部
活
動
な
ど
動
画
や
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
て
楽
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
と
嘉
島
西
小
の
児
童

た
ち
が
合
同
で
交
流
を
楽
し
む
球

技
大
会
が
２
月
28
日
、
嘉
島
西
小

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
に
入
学
し
て
〝
合
流
〟

す
る
６
年
生
た
ち
に
、
事
前
に
互

い
に
交
流
し
合
い
、
中
学
の
雰
囲

気
に
も
触
れ
て
お
く
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
中
学
生
活
を
始
め
て
も

ら
う
の
が
目
的
で
す
。

　

両
小
の
１
１
９
人
の
児
童
た
ち

は
、
入
り
混
じ
っ
て
16
チ
ー
ム
を

中学 〝合流〟前に球技交流

拡大された作品を手にした 
赤星凛さん

東
西
小
の
６
年
生
児
童
ら

生
徒
会
も
生
活
紹
介

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

赤
星
さ
ん
　
国
税
局
長
賞

東
西
小
混
成
の
球
技
大
会

中
学
生
活
を
紹
介
す
る 

生
徒
会
メ
ン
バ
ー
た
ち

広報かしま 2023.4
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１
世
帯
平
均
は
29
・
７
㌔
で
し
た
。

　

同
委
員
会
会
長
の
荒
木
町
長
は
、

「
身
近
で
有
効
な
温
暖
化
対
策
で

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
、
今
後

と
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

メ
ン
バ
ー
の
各
区
長
や
各
種
団
体

の
代
表
に
向
け
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

町
内
一
斉
清
掃

　
　
　

４
月
16
日
（
日
）

　

今
春
の
町
内
一
斉
清
掃
は
、
４

月
16
日
（
日
）
に
各
地
区
で
実
施

す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委

員
会
が
３
月
10
日
、
役
場
大
会
議

室
で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
の
優

良
団
体
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
瓶
・
缶
や
古
紙
な
ど
各
地

区
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
表
彰
さ

れ
た
の
は
、
古
布
を
除
く
合
計
で

１
世
帯
当
た
り
58
・
７
㌔
と
ト
ッ

プ
だ
っ
た
犬
渕
と
、
続
く
下
六
嘉

（
54
・
４
㌔
）、
北
甘
木
（
51
・
４

㌔
）
の
３
つ
の
区
で
す
。

　

古
布
を
除
い
た
町
内
の
資
源
総

回
収
量
は
１
１
４
・
７
㌧
で
、
前

の
年
度
よ
り
５
・
１
％
減
少
し
、

令和４年度　リサイクル事業年間実績表

地区名 世帯数
ビン類
（㎏）

世帯割
（㎏）

新聞・雑誌
（㎏）

世帯割
（㎏）

ダンボール
（㎏）

世帯割
（㎏）

古布
（㎏）

世帯割
（㎏）

アルミ缶
（㎏）

世帯割
（㎏）

合　計 古布を除いた合計

回収量
（㎏） 対前年度比 回収量

（㎏）
世帯割
（㎏） 順位

下六嘉 290 439 1.5 12,470 43.0 2,240 7.7 70 0.2 640 2.2 15,859 -9.5% 15,789 54.4 2（ 1）

三郎無田 48 79 1.7 1,530 31.9 400 8.3 40 0.8 100 2.1 2,149 -5.5% 2,109 43.9 6（ 5）

井　寺 190 130 0.7 6,000 31.6 1,200 6.3 490 2.6 380 2.0 8,200 -5.7% 7,710 40.6 7（ 6）

北甘木 215 156 0.7 8,610 40.0 1,890 8.8 360 1.7 390 1.8 11,406 11.5% 11,046 51.4 3（ 4）

上六嘉 374 402 1.1 12,960 34.7 2,840 7.6 380 1.0 840 2.2 17,422 7.5% 17,042 45.6 5（ 7）

西　村 210 95 0.5 4,920 23.4 2,480 11.8 140 0.7 990 4.7 8,625 3.0% 8,485 40.4 8（ 8）

上　島 855 295 0.3 14,090 16.5 3,170 3.7 1,050 1.2 690 0.8 19,295 -5.8% 18,245 21.3 12（12）

鯰 897 312 0.3 5,690 6.3 1,590 1.8 510 0.6 510 0.6 8,612 -33.7% 8,102 9.0 13（13）

滝河原 335 82 0.2 5,870 17.5 1,640 4.9 100 0.3 470 1.4 8,162 6.5% 8,062 24.1 11（11）

高　田 107 110 1.0 2,460 23.0 490 4.6 90 0.8 210 2.0 3,360 -15.6% 3,270 30.6 10（ 9）

上仲間 174 244 1.4 5,930 34.1 1,460 8.4 360 2.1 570 3.3 8,564 -14.8% 8,204 47.1 4（ 3）

下仲間 117 313 2.7 2,430 20.8 510 4.4 180 1.5 330 2.8 3,763 -12.4% 3,583 30.6 9（10）

犬　渕 52 105 2.0 2,140 41.2 480 9.2 170 3.3 330 6.3 3,225 -6.5% 3,055 58.7 1（ 2）

計 3,864 2,762 0.7 85,100 22.0 20,390 5.3 3,940 1.0 6,450 1.7 118,642 -6.0% 114,702 29.7

※世帯割は、令和４年４月１日現在の世帯数で算出。北甘木区については、特別養護老人ホーム22世帯を除く。高田区12世帯除く。
※統計の順位欄の（　）は、昨年度の順位。

犬渕など表彰
嘉島町ごみ問題対策委員会
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ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
」
で
す
。

　

令
和
２
年
ま
で
は
、
主
に
う
ど

ん
な
ど
の
麺
類
に
向
い
た
「
シ
ロ

ガ
ネ
コ
ム
ギ
」
が
中
心
で
し
た
。

赤
っ
ぽ
い
茶
色
と
黄
色
が
か
っ
た

茶
色
と
、
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
っ
ぽ
い
の
は
「
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム

ギ
」、
黄
色
が
か
っ
た
の
が
「
ミ

　

嘉
島
町
の
農
地
は
４
月
の
こ
の

時
期
、
一
面
、
小
麦
畑
。
青
く
光

り
輝
く
葉
に
続
い
て
穂
が
空
に
向

か
っ
て
日
々
成
長
し
、
一
面
緑
色

の
世
界
で
す
。

　

町
で
栽
培
さ
れ
る
小
麦
は
、
ほ

ぼ
全
量
を
製
粉
会
社
に
出
荷
。
製

粉
会
社
で
加
工
さ
れ
た
後
は
、
う

ど
ん
や
そ
ば
な
ど
麺
類
、
パ
ン
な

ど
の
材
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

小
麦
に
つ
い
て
は
、
穀
物
自
給

率
向
上
を
図
る
国
も
栽
培
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。
米
に
比
べ
て
販
売

収
益
が
少
な
い
の
で
す
が
、
嘉
島

町
で
は
米
と
大
豆
の
裏
作
と
し
て
、

早
く
か
ら
耕
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
型
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
で
き
た
昭
和
50
年
代
終
わ

り
に
は
、
効
率
的
に
栽
培
で
き
る

圃ほ

場
も
整
備
さ
れ
、
町
全
体
で
栽

培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

去
年
の
５
月
、
黄
金
色
に
な
っ

た
そ
の
畑
は
、
よ
く
見
比
べ
る
と
、

　

上
益
城
の
地
元
野
菜
と
「
く
ま

さ
ん
の
輝
き
」
の
パ
ッ
ク
ご
飯
を

使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料
理
の
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
と
表
彰
式
が
２
月
18

日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

需
要
が
伸
び
て
い
る
パ
ッ
ク
ご

飯
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

て
も
ら
い
、
米
の
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
よ
う
と
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
が

開
い
た
も
の
で
、
３
４
２
点
の
応

募
が
あ
り
、
上
位
６
名
が
実
際
に

料
理
を
作
っ
て
最
終
審
査
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
御
船
町
の
山
本

ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る
「
ト
マ
ト
輝

く
か
み
ま
し
き
恵
（
め
ぐ
み
）
の

お
に
ぎ
り
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
、
田
島
副
知
事
と
荒
木
町
長
か

ら
賞
金
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

米と野菜でアレンジ料理

嘉
島

か
し
ま

？

っ
て
る

知

若
芽
が
伸
び
る
麦
畑
で
は
た
め
く
黒
い
ビ
ニ
ー
ル

　春先、緑の畑にはためいていた黒いビニールの数々は何のためだと思いま
す？ＪＡかみましきによると、伸びた若芽を夜間に食べに来る鴨を脅すために
設置してあるのだそうです。ちなみに、色は黒じゃなくてもいいのだとか。

麦畑の黒いビニール

一
方
、
パ
ン
用
小
麦
の
需
要
が
高

ま
る
中
、
嘉
島
町
で
も
パ
ン
な
ど

に
向
い
た
「
ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
」

の
作
付
け
が
始
ま
り
、
４
年
産
で

は
、
お
よ
そ
半
分
の
農
地
で
栽
培

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
学
校
給
食
会
や
製
粉

会
社
が
協
力
し
て
、
昨
年
９
月
か

ら
、
県
内
の
給
食
で
提
供
さ
れ
る

パ
ン
は
国
産
の
小
麦
を
使
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
県
学
校
給
食
会

に
よ
る
と
、
将
来
、
パ
ン
は
１
０

０
％
県
産
の
小
麦
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
て
、
県
内
主
要
産
地

の
嘉
島
に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
「
か
し
ま
広
域
農
場
」
は
、
令

和
５
年
産
の
作
付
け
で
は
ミ
ナ
ミ

ノ
カ
オ
リ
に
一
本
化
し
、
３
６
０

㌶
す
べ
て
の
農
地
で
の
パ
ン
用
小

麦
の
供
給
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
「
麦
の
秋
」
の
５
月
、
今
年
は

ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
の
黄
金
色
の
穂

波
が
広
が
り
ま
す
。

�

（
随
時
掲
載
）

※
「
知
っ
て
る
？
嘉
島
」
で
は
、

「
身
近
だ
け
ど
、
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
嘉
島
の
あ
れ
こ
れ
」
に

つ
い
て
調
べ
て
、
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。
疑
問
に
思
う
事
柄
な
ど

が
あ
れ
ば
、
役
場
総
務
課
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
深

掘
り
し
ま
す
。

　

５
月
は
一
面
黄
金
色
に

　
　

パ
ン
用
品
種
に
一
本
化

農
業
②　

小
麦
栽
培
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

役
場
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
役

場
町
民
保
険
課
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。

役
場
職
員
が
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
顔
写

真
を
撮
影
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
代

行
し
ま
す
。
申
請
時
に
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
な
ら
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
り
次

第
、
自
宅
に
郵
送
。
免
許
証
を
お
持
ち

で
な
い
と
受
け
取
り
に
再
度
、
来
庁
願

い
ま
す
。

　

平
日
（
役
場
開
庁
時
）
以
外
で
、
毎

週
火
曜
（
祝
日
除
く
）
の
夜
間
や
日

曜
（
月
１
回
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
完
全
予

約
制
で
申
請
受
け
付
け
、
交
付
を
実
施
。

ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
前
の
週
ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
の
上
、
指
定
日
時
に
来

庁
願
い
ま
す
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で

す
。
な
お
平
日
の
カ
ー
ド
申
請
、
受
け

取
り
は
電
話
予
約
不
要
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
既
に
住

民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
や
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導
入
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
・
薬
局
に
限
る
）
が

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す

活
用
の
場
が
広
が
る
見
込
み
。

○
通
常
申
請
・
交
付
（
予
約
不
要
）

月
～
金
曜
（
祝
日
除
く
役
場
開
庁
時
）

８
時
半
～
17
時

○
休
日
申
請
・
交
付
（
要
予
約
）

４
月
30
日
・
５
月
28
日
９
時
～
正
午

○
夜
間
申
請
・
交
付
（
要
予
約
）

毎
週
火
曜
（
祝
日
除
く
）
18
～
20
時

※
な
お
、
原
則
と
し
て
申
請
者
本
人
が

運
転
免
許
証
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
保

険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
の
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
２
点
）、
通
知
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
）、
交
付
は
が
き

（
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
方
の
み
）
を
持

参
の
う
え
受
け
取
り
に
来
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
保
険
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

手
続
き
の
一
部
停
止

　

５
月
１
、２
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
す
る
手
続
き
の
一
部
が
停
止
さ

れ
ま
す
。全
国
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
行
わ

れ
る
た
め
、
一
部
の
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
停
止
期
間　

５
月
１
、２
日
（
終
日
）

○
停
止
さ
れ
る
手
続
き

・
電
子
証
明
書
の
新
規
発
行
、
更
新

・
暗
証
番
号
の
初
期
化

・�

町
内
で
の
転
居
な
ど
に
よ
る
券
面

事
項
の
変
更

○
実
施
可
能
な
手
続
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

・�

町
外
か
ら
の
転
入
に
よ
る
券
面
事

項
の
変
更

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
時
停

止
解
除

　
　

役
場
町
民
保
険
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ご
注
意
く
だ
さ
い

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

○
期
日　

５
月
13
日
（
土
）
14
日
（
日
）

○
会
場
・
時
刻　

都
合
の
良
い
場
所
で

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
５
月
13
日
】

・
文
化
セ
ン
タ
ー
（
西
村
）

　
　
　

８
時
50
分
～
９
時
20
分

・
上
六
嘉
公
民
館

　
　
　

９
時
30
分
～
10
時
10
分

・
北
甘
木
公
民
館
跡
地

４ 月 の 納 税 等 ５ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
保育所利用料………… ４ 月分

町営住宅使用料……… ４ 月分

下水道使用料………… ３ 月分

簡易水道料金………… ３ 月分

納期限日（口座振替日）
　　　令和５年５月１日（月）

固定資産税……………　　①期
軽自動車税……………　　全期
保育所利用料………… ５ 月分
町営住宅使用料……… ５ 月分
下水道使用料………… ４ 月分
簡易水道料金………… ４ 月分

納期限日（口座振替日）
　　　令和５年５月31日（水）

毎月第４水曜日
※祝日の場合は翌日

午後６時～８時

４月26日
５月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 口座振替の結果は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

↑

◇�

お
断
り　

問
い
合
わ
せ
先
は

各
項
の
末
尾
で
す
。
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10
時
20
分
～
10
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　
　

11
時
00
分
～
11
時
30
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
10
分

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　
　

14
時
20
分
～
14
時
40
分

・
東
小
正
門
前

　
　
　

14
時
50
分
～
15
時
20
分

【
５
月
14
日
】

・
上
島
公
民
館

　
　
　

８
時
50
分
～
９
時
30
分

・
鯰
公
民
館

　
　
　

９
時
40
分
～
10
時
20
分

・
上
仲
間
公
民
館

　
　
　

10
時
30
分
～
10
時
50
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　
　

11
時
00
分
～
11
時
20
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　
　

13
時
30
分
～
13
時
50
分

・
高
田
公
民
館

　
　
　

14
時
00
分
～
14
時
20
分

・
滝
河
原
公
民
館

　
　
　

14
時
30
分
～
15
時
10
分

○
注
射
料
金　

３
３
０
０
円
（
済
み
票

交
付
手
数
料
５
０
０
円
含
む
）

　

対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
通
知
対
象
の
犬
を
既

に
飼
っ
て
い
な
い
場
合
や
登
録
情
報
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
役
場
都
市
計
画

課
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

間
に
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
、
集
合

注
射
は
春
だ
け
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
秋
に
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い

た
方
は
、
春
の
集
合
注
射
を
受
け
さ
せ

る
か
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

災
害
の
備
え
ペ
ッ
ト
の
た
め
に
も

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼

い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

少
な
く
と
も
５
日
分
以
上
の
フ
ー
ド

や
水
を
備
蓄
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
駆
除

や
リ
ー
ド
の
準
備
、
ケ
ー
ジ
に
入
る
な

ど
の
し
つ
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
や
迷
子
札
を
装
着

し
て
お
く
と
、
迷
子
に
な
っ
た
と
き
に

飼
い
主
の
も
と
に
戻
る
確
率
が
高
ま
る

た
め
、
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

御
船
保
健
所　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

農
繁
期
の
農
作
業
に
ご
理
解
を 

　
～
消
毒
、
わ
ら
焼
却
の
煙
～

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
麦
・
米
・
大

豆
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
が
、
農
作
物

の
消
毒
は
周
囲
に
飛
散
し
た
り
、
麦
・

稲
わ
ら
の
焼
却
は
煙
が
近
隣
住
民
の
方

の
目
や
呼
吸
器
へ
の
刺
激
な
ど
の
煙
害

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
家
の
方
は
、
農
作
物
の
栽
培
管
理

で
消
毒
を
行
っ
た
り
、
や
む
を
得
ず

麦
・
稲
わ
ら
の
焼
却
を
行
っ
た
り
す
る

場
合
、
風
向
き
な
ど
に
ご
配
慮
い
た
だ

き
、
隣
接
す
る
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

へ
の
事
前
の
声
掛
け
や
、
子
供
た
ち
の

登
下
校
の
時
間
帯
を
避
け
る
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
周
辺
の
住
民
の
方
は
、
消
毒
や

麦
・
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
が
行
わ
れ
そ

う
で
あ
れ
ば
戸
口
や
窓
を
閉
め
る
、
洗

濯
物
な
ど
の
外
干
し
を
控
え
る
な
ど
の

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
消
毒

　
　

麦　
　

４
月
中
旬
～
下
旬

　
　

米　
　

８
月
下
旬
～
９
月
上
旬

　
　

大
豆　

８
月
下
旬
、
９
月
下
旬

◎
わ
ら
焼
却

　
　

麦　
　

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬

　
　

米　
　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

　
　

上
益
城
農
協
嘉
島
支
所
購
買

☎
２
３
７－

０
０
９
８

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム 

（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付
情

報
に
つ
い
て
、
１
月
か
ら
軽
自
動
車
検

査
協
会
で
電
子
的
に
納
付
情
報
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
車
検
の
際
に
継
続
検
査
窓
口
で

納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
に
な

り
ま
す
。（
二
輪
の
小
型
車
は
対
象
外
）

　

た
だ
し
、
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受

け
る
場
合
に
は
、
紙
の
証
明
書
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た
場
合
は
例

年
６
月
に
送
付
し
て
お
り
ま
し
た
納
税

証
明
書
（
車
検
用
）
を
今
年
度
か
ら
送

付
し
ま
せ
ん
。
二
輪
の
小
型
自
動
車
に

つ
い
て
は
従
来
通
り
納
税
証
明
書
（
車

検
用
）
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

下
水
道
使
用
料
の
算
定
に
つ
い
て

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
建

設
課
下
水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

↑
【
16
面
に
続
く
】
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合
は
、
遡
っ
て
料
金
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

４
種
混
合
定
期
予
防
接
種 

対
象
者
拡
大
の
ご
案
内

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
４
種
混

合
予
防
接
種
の
接
種
対
象
年
齢
が
「
生

後
３
月
以
上
」
か
ら
「
生
後
２
月
以

上
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

※
令
和
５
年
３
月
10
日
発
行
「
令
和

５
（
２
０
２
３
）
年
度　

子
ど
も
の
定

期
予
防
接
種
に
つ
い
て
」
の
４
種
混
合

の
対
象
年
齢
は
、「
生
後
３
月
か
ら
90

月
に
至
る
ま
で
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
生
後
２
月
か
ら
90
月
に
至
る
ま
で
」

と
な
り
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
保
険
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

サ
ツ
マ
イ
モ
基も
と
腐ぐ
さ
れ

病
ま
ん
延
防
止

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
（
も
と
ぐ
さ
れ
）

病
は
茎
の
変
色
、
イ
モ
の
腐
敗
な
ど
を

引
き
起
こ
す
病
害
で
、
県
内
で
も
発
生

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

サ
ツ
マ
イ
モ
は
定
植
時
期
を
迎
え
ま

す
。
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
、
健
全
な
種

イ
モ
・
苗
の
使
用
、
土
壌
お
よ
び
種
イ

モ
・
苗
の
消
毒
、
排
水
対
策
な
ど
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
発
生
し
た
場
合
は
、

発
病
株
を
ほ
場
の
外
に
出
し
、
発
生
箇

所
に
登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が
始

ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花
粉
を
求
め

て
訪
花
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬

を
散
布
す
る
と
き
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農

薬
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計

画
な
ど
の
情
報
を
事
前
に
交
換
す
る
と

と
も
に
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬

が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

こ
い
の
ぼ
り 

感
電
に
注
意
を

　

こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付

近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り

は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
こ
い
の
ぼ
り
や
、
釣
り

糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分

で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電

力
送
配
電
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

↑

【
15
面
か
ら
続
く
】

令和５年度出張年金相談所のご案内
　熊本東年金事務所より令和５年度の出張年金相談所の開設を下記のとおり計画されて
おりますので、お知らせします。

お問い合わせ先　熊本東年金事務所　　☎ 096-367-8144

〇宇城市役所　新館第５会議室　10：00 ～ 15：00
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
４日
（火）

２日
（火）

６日
（火）

４日
（火）

１日
（火）

５日
（火）

３日
（火）

７日
（火）

５日
（火）

９日
（火）

６日
（火）

５日
（火）

18日
（火）

16日
（火）

20日
（火）

18日
（火）

15日
（火）

19日
（火）

17日
（火）

21日
（火）

19日
（火）

16日
（火）

20日
（火）

19日
（火）

〇宇土市　福祉センター　10：00 ～ 15：00　※ 2/15、3/7 は福祉センター２階和室
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
６日
（木）

11日
（木）

１日
（木）

６日
（木）

３日
（木）

７日
（木）

５日
（木）

２日
（木）

７日
（木）

４日
（木）

１日
（木）

７日
（木）

20日
（木）

18日
（木）

15日
（木）

20日
（木）

17日
（木）

21日
（木）

19日
（木）

16日
（木）

21日
（木）

18日
（木）

15日
（木）

21日
（木）

〇山都町　矢部保健福祉センター千寿苑　10：00 ～ 15：00
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
14日
（金）

12日
（金）

９日
（金）

14日
（金）

18日
（金）

８日
（金）

13日
（金）

14日
（火）

８日
（金）

12日
（金）

９日
（金）

８日
（金）
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熊
本
東
配
電
事
業
所

　

☎
０
８
０
０－

７
７
７－

９
４
３
５

ご
存
じ
で
す
か

？

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

軽
自
動
車
税
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
申
請
す
る
と
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
る
軽
自
動
車

②
（
イ
）
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

 

（
ロ
）
身
体
に
障
害
の
あ
る
18
歳
未

満
、
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
と

生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
、
そ
の

障
害
者
の
方
の
た
め
に
利
用
す
る
軽
自

動
車

※
障
害
の
等
級
や
部
位
（
程
度
）
な
ど

に
よ
っ
て
減
免
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

〇
減
免
申
請
期
間　

納
付
書
（
口
座
振

替
の
方
は
通
知
書
）
の
届
い
た
日
か
ら

５
月
31
日
（
水
）
納
期
限
ま
で

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
戦
傷
病
者
手
帳

③
療
育
手
帳

④
精
神
障
害
者
手
帳

⑤
車
検
証

⑥
運
転
者
の
免
許
証

⑦
納
付
書
（
口
座
振
替
の
方
は
通
知

書
）

※
①
～
④
は
交
付
さ
れ
た
手
帳
が
必
要

で
す
。
等
級
な
ど
に
よ
っ
て
は
減
免
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

住
民
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
「
嘉
島
町
住
民
健
康
診
査
申
込
書

（
調
査
書
）」
を
、
3
月
末
に
各
世
帯
に

配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
4
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
特
定
健
診
に
つ
い
て

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
全
員
、
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
宅
に
配
付
さ
れ
た
「
嘉
島
町
住

民
健
康
診
査
申
込
書
（
調
査
書
）」
の

集
団
健
診
（
8
月
29
日
～
9
月
3
日
）

ま
た
は
か
し
ま
ド
ッ
ク（
7
月
～
10
月
）

の
ど
ち
ら
か
希
望
さ
れ
る
方
の
欄
に
該

当
す
る
番
号
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
で

き
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
ま
た

は
な
っ
て
い
る
）
状
態
を
早
期
に
発
見

し
、
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
み
や
す
い

内
容
で
す
。

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
か
ら
、
個
人
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す

く
、
効
果
的
で
す
。

※
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
特
定
保

健
指
導
を
健
診
機
関
（
日
赤
熊
本
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
町
国
保

が
き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
結
果
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。（
町
が
実
施
す
る
個
別
の
保

健
指
導
等
）

④
医
療
費
の
抑
制
に
効
果
的
で
す
。

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病

の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、

ご
家
庭
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担
す
る

医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
保
険
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー 

優
待
乗
車
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

嘉
島
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、

75
歳
以
上
79
歳
以
下
（
当
該
年
度
の
４

月
１
日
ま
で
に
該
当
年
齢
に
達
し
た

者
）
で
、
嘉
島
町
以
外
の
自
治
体
か
ら

介
護
保
険
（
要
介
護
・
要
支
援
）
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
も
、
令
和
５
年
度

の
高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車

証
交
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車

証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
嘉
島
町
で
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
３
月
中
に
す
で
に
通
知
し
て
い
ま

す
。）

　
　

役
場
福
祉
課
福
祉
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
家
族
の
皆
様

～
補
償
金
の
支
給
制
度
に
つ
い
て
～

　

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
家
族
を
対
象

と
し
た
補
償
金
の
厚
生
労
働
省
へ
の
請

求
が
令
和
６
年
11
月
21
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
県
で
は
「
熊
本
県
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
り
ん
ど
う
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に

て
、
請
求
手
続
き
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
請
求
書
類
の
収
集
に
は
時
間
を

要
す
る
た
め
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
　

り
ん
ど
う
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
５－

７
６
０
６

↑
【
18
面
に
続
く
】

広報かしま 2023.4

17



果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
・ 

果
樹
未
収
益
期
間
支
援
事
業
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

上
益
城
地
区
（
蘇
陽
地
区
を
除
く
）

で
果
樹
優
良
品
目
・
品
種
へ
改
植
、
新

植
を
計
画
さ
れ
て
い
る
甲
佐
・
御
船
・

嘉
島
町
の
農
業
者
へ
の
支
援
事
業
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
日
時　

５
月
17
日
（
水
）
10
時
～

〇
場
所　

�

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
本
所
２
階

大
ホ
ー
ル

〇
対
象
者�　

60
代
ま
で
の
農
家
、
果
樹

農
業
を
続
け
る
後
継
者
が
い

る
農
家

※
上
益
城
地
区
果
樹
産
地
構
造
改
革
計

画
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
生
産
者
は
要

相
談

　

上
益
城
地
区
果
樹
産
地
協
議
会
事
務

　

�

局
（
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
第
１
営
農
セ

ン
タ
ー
園
芸
課
）

☎
２
３
４－

１
１
５
６

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び 

指
導
取
り
締
ま
り
強
化
月
間

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち

し
た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を

見
か
け
た
場
合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え

な
く
て
も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す

の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月

間
を
指
導
取
り
締
ま
り
強
化
月
間
と
定

め
、
違
法
捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
野
生
鳥
獣
ま
た
は
鳥
類

の
卵
は
鳥
獣
の
保
護
お
よ
び
管
理
な
ら

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
許
可
を
受
け

た
も
の
以
外
は
原
則
と
し
て
そ
の
捕
獲
、

殺
傷
ま
た
は
採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、
ホ
オ

ジ
ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕

獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養
登
録
済

み
の
個
体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
引
き
続
き
飼
養
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
２
８
２－
０
１
４
２

【
事
業
者
向
け
】
令
和
６
年
３
月 

新
規
学
卒
者
対
象
求
人
説
明
会

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
こ
の
説
明
会
を
受
講
し
た
上

で
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
へ
求
人
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

説
明
会
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
事
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
方
法
は

４
月
中
旬
頃
に
別
途
熊
本
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

協
力
お
願
い
し
ま
す

道
路
張
り
出
し
樹
木 

枝
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
で
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場

合
は
伐
採
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５

募
っ
て
い
ま
す

脳
い
き
い
き 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

本
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
脳
い

き
い
き
教
室
お
よ
び
脳
い
き
い
き
サ
ー

ク
ル
、
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
、
パ
ズ

ル
な
ど
を
用
い
た
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
践
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

○
対
象
者　

養
成
講
座
を
受
講
後
、「
脳

い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方

○
日
程　

５
月
～
６
月
の
金
曜
13
時
半

～
15
時

・
第
１
回　

５
月
12
日

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

・
第
２
回　

５
月
19
日

　

短
期
記
憶
力
に
つ
い
て
学
ぶ

・
第
３
回　

５
月
26
日

　

空
間
認
識
力
に
つ
い
て
学
ぶ

・
第
４
回　

６
月
２
日

　

計
算
処
理
力
に
つ
い
て
学
ぶ

・
第
５
回　

６
月
９
日

　

視
覚
処
理
力
に
つ
い
て
学
ぶ

・
第
６
回　

６
月
16
日

　

認
知
機
能
評
価
に
つ
い
て
学
ぶ

・
第
７
回　

６
月
23
日

　

思
考
＆
運
動
に
つ
い
て
学
ぶ

・
第
８
回　

６
月
30
日

　

ま
と
め

○
会
場　

役
場
３
階
中
会
議
室

○
定
員　

20
人
。
申
し
込
み
多
数
の
場

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
十
分
に
行
い
開
催
す
る
予

定
で
す
が
、
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
日
時

　

①
５
月
19
日
（
金
）
13
時
30
分
～

　

②
５
月
22
日
（
月
）
13
時
30
分
～

※
い
ず
れ
も
12
時
45
分
受
け
付
け
開
始

○
場
所

　

�

市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー

ル
（
熊
本
市
民
会
館
）

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
２
８
２－

０
０
７
７↑

【
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合
は
抽
選
。

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
先　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

○
申
し
込
み
方
法　

４
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－
２
５
７
６

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１

第
35
回
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

○
出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

書
、
彫
刻
、
工
芸

○
出
品
資
格�

令
和
６
年
４
月
１
日
時

点
で
60
歳
以
上
で
あ
る
県
内
在
住
の
ア

マ
チ
ュ
ア
。
１
人
１
点
ま
で
。
た
だ
し

２
部
門
ま
で
。

○
出
品
料　

１
点
１
０
０
０
円

○
テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い
。

○
受
付
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
～
６

月
23
日
（
金
）

○
申
し
込
み
方
法　

各
市
町
村
高
齢
者

福
祉
主
管
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
な
ど

に
置
い
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
作
品
展
示
期
間　

８
月
29
日
（
火
）

～
９
月
３
日
（
日
）

○
作
品
展
示
会
場　

県
立
美
術
館
分
館

○
各
部
門
の
金
賞
・
銀
賞
作
品
は
、
来

年
開
催
さ
れ
る
「
第
36
回
全
国
健
康
福

祉
祭
と
っ
と
り
大
会
美
術
展
」
に
出
品

の
予
定
。

　
　

一
般
財
団
法
人　

　
　
　
　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
３
５
４－

３
０
８
３

県
立
農
大
農
作
業
安
全
講
座 

（
大
特
・
け
ん
引
免
許
取
得
）

　

農
作
業
の
安
全
と
運
転
操
作
技
術
の

向
上
を
図
る
講
座
が
県
立
農
大
で
開
講

さ
れ
ま
す
。
講
座
後
に
大
特
・
け
ん
引

（
農
耕
車
限
定
）
運
転
免
許
の
受
検
が

で
き
ま
す
。

○
対
象
者　

①
専
業
農
家
、
第
１
種
兼

業
農
家
の
構
成
員
で
、
年
間
１
５
０
日

以
上
自
営
農
業
に
従
事
し
、
大
型
特
殊

車
両
の
農
業
機
械
を
有
す
る
方
ま
た
は

利
用
し
て
い
る
方
（
予
定
含
む
）

②
県
内
の
農
業
生
産
組
織
ま
た
は
農
業

生
産
法
人
の
構
成
員
、
従
業
員
、
オ
ペ

レ
ー
タ
で
あ
り
、
大
型
特
殊
車
両
の
農

業
機
械
を
運
転
・
操
作
す
る
業
務
を
担

う
方
な
ど

　

な
お
、
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農
者

な
ど
の
講
座
で
定
め
る
担
い
手
に
該
当

す
る
場
合
は
優
先
選
定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
県
経
済
連
が
主
催
す
る
農
作
業
安

全
講
習
（
大
型
免
許
・
け
ん
引
免
許
、

農
耕
用
）
受
講
者
は
除
き
ま
す
。

○
募
集
期
間　

４
月
28
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
申
込
書
な
ど　

県
立
農
大
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
ま
た
は
役
場
農

政
課
、
各
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　

農
業
普
及
・
振
興
課

☎
２
８
２－

３
０
１
０

く
ま
も
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ス
マ
ー
ト
店
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内
の
お
店
を

登
録
し
、
広
報
し
て
い
く
「
く
ま
も
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
マ
ー
ト
」
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
の
み
な

さ
ま
の
登
録
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　

県
循
環
社
会
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
７
７

参
加
し
ま
せ
ん
か

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
湧
く
湧
く
元
気
ク
ラ
ブ
は
町

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑
【
20
面
に
続
く
】

休日当番医

４月16日（日）古閑整形外科胃腸科医院�（御船町）�
� ☎２８４－２０１０
４月23日（日）熊本回生会病院（嘉島町）�
� ☎２３７－１１３３
４月29日（土・祝）�よしむら内科循環器科（嘉島町）�
� ☎２３５－７７７３
４月30日（日）�からしま小児科（嘉島町）�
� ☎２３５－６３３３
５月３日（水・祝）田上皮ふ科クリニック（御船町）�
� ☎２８１－１１１２
５月４日（木・祝）大串内科（嘉島町）�
� ☎２３４－７８７３
５月５日（金・祝）みふね眼科�（御船町）�
� ☎２８２－３７１１
５月７日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町）�
� ☎２３７－０００３
５月14日（日）牟田内科医院�（御船町）�
� ☎２８２－０２１６
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消
費
者
よ
り
事
業
者
の
ほ
う
が
、
契

約
し
よ
う
と
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
を
多
く
持
っ
て
い
て
交
渉
力

も
あ
り
ま
す
。
消
費
者
契
約
法
は
、
こ

う
し
た
格
差
を
利
用
し
た
事
業
者
の
不

当
な
勧
誘
行
為
や
契
約
内
容
か
ら
消
費

者
を
守
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

事
業
者
の
不
当
な
勧
誘
に
よ
り
、
消

費
者
が
誤
認
や
困
惑
し
て
結
ん
だ
契

約
（
①
～
⑩
）
や
通
常
の
分
量
や
期
間

な
ど
著
し
く
超
え
る
過
量
な
内
容
契
約

（
⑪
）
は
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
＊1
消
費
者

契
約
法
第
４
条
）

　

困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
家

族
や
上
益
城
５
町
消
費
生
活
相
談
室

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
不
当
な
勧
誘
の
契
約
は
取
り
消
せ
る
》

見
守
り
新
鮮

情
報
4
月
号

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、
ラ

ジ
オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
な
ど

は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場　

▽
ラ
ジ
オ
体
操　

フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
芝
生
公
園
（
嘉
島
町

総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア
）
▽
ウ
オ
ー

キ
ン
グ　

く
ま
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
西
エ
リ
ア
）

周
辺

　
　

嘉
島
湧
く
湧
く
元
気
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
委
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

【
19
面
か
ら
続
く
】

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

４
月
26
日
（
水
）
弁
護
士

　

５
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

＊ 2　契約を締結するか否かの判断に影響を及ぼすもの。
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■令和5年度における新型コロナワクチンの接種のイメージ
現行の特例臨時接種 ＝ 自己負担なし 特例臨時接種の延長 ＝ 自己負担なし

2022年度 2023年度

3月8日開始 5月8日～8月 9月以降

12歳以上

5～11歳

6か月　
　～4歳

令和4年
秋開始接種

令和5年春開始接種

オミクロン株対応2価ワクチン

初回接種
（1・2回目接種）

追加接種
（3回目接種）

従来型ワクチン

初回接種
（1～3回目接種）
従来型ワクチン

オミクロン株対応2価ワクチン

上記以外の方
使用するワクチンは
引き続き検討

初回接種（1・2回目接種）を終了した
以下の方が対象
•高齢者（65歳以上）
•基礎疾患を有する方（12～64歳）
•医療従事者等

令和5年秋開始接種

初回接種（1・2回目接種）
を終了した
5歳以上のすべての方

オミクロン株対応2価ワクチン

追加接種 オミクロン株対応2価ワクチン

基礎疾患を有する方（5～11歳）は
さらに1回追加接種が可能

（※）3月8日以降は追加接種にはオミクロン株対応2価ワクチンを用いることになります。

新型コロナワクチン接種について
　令和５年度もすべての方に自己負担なしで、新型コロナワクチンを接種することができます。
　しかしながら、現在実施している令和４年秋開始接種（オミクロン株対応２価ワクチン）は令
和５年５月７日で終了します。まだ令和４年秋開始接種を受けていない方のうち、令和５年春開
始接種の対象者でない方（健常な12歳以上65歳未満の方）で令和４年秋開始接種を希望する場合
には、必ず令和５年５月７日までに接種してください。
　令和５年春開始接種については、詳細が決まり次第お知らせします。

　オミクロン株対応２価ワクチンは、１・２回目接種を完了した５～11歳のお子様が対象です。
最後の接種から３か月以上の間隔をあけて接種します。小児用のファイザー社オミクロン株対応2
価ワクチンを使用します（※）。
（※）ファイザー社の12歳以上のものに比べ、有効成分が1/3になっています。

5～11 歳のお子様の追加接種もオミクロン株対応 2 価ワクチンを接種できます

初回接種（1・2回目接種）が
まだの方

まずは、1・2回目接種（従来型）を受けてください。
（※）1・2回目接種（従来型）が完了すれば、最後の接種から3か月以上間隔をあけて、オミクロン株対応2価ワクチンを接種できます。

【お問い合わせ先】
　　嘉島町新型コロナワクチン接種相談窓口
　　電話 096-237-1300（平日 8：30 ～ 17：15）
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保険料率のお知らせ

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等（※２）の合計額が

①の判定額を超えない世帯 保険料の均等割額を ７割軽減 

②の判定額を超えない世帯 保険料の均等割額を ５割軽減 

③の判定額を超えない世帯 保険料の均等割額を ２割軽減 

※１� �「給与・年金所得者の数」とは、給与収入が 55 万円超または年金収入が 125 万円超（65 歳以上の場合。65 歳
未満の場合は年金収入が 60 万円超）の方の合計人数です。

※２� �均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。�
また、年金所得については高齢者特別控除 15 万円を控除した額で判定します。

保険料の納め方

◦�後期高齢者医療に加入の方は「医療給付を受ける権利」と同時に「保険料を納める義務」があります。
保険料は、後期高齢者医療制度を支える重要な財源です。納期限までに納付しましょう。
◦�後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）によ
り納めることになります。

特別徴収の方
　令和５年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。特別徴収の対象となる方
は自動的に特別徴収になります。（申請は不要です。）
　ただし、年度途中で資格を取得した方や、年金の額によっては、普通徴収（納付書または口座振替で
の納付）になります。

普通徴収の方
　令和５年７月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。
　※暫定賦課を行っている市町村は普通徴収の開始時期が異なることがあります。

◦�75 歳到達や県外から転入等で新たに後期高齢者医療保険へ加入された方は、差し引き開始の手続きの
ため、初めは普通徴収によりお支払いいただき、該当される方は一定期間の後、自動的に年金差し引
き（特別徴収）に切り替わります。

◦�口座振替は登録した預貯金口座から自動的に引き落とすため、納付する手間がなく、納付忘れの心配
もありません。口座振替への変更は窓口までご連絡ください

し尿汲み取り料金の改定について
　し尿汲み取りについては、町が許可した業者が収集運搬を行っております。
　昨今の人件費や物価の高騰に伴い、令和５年６月１日からし尿汲み取り料金が改定されますのでお知らせ
いたします。
　また、料金の改定につきましては、御船地区衛生施設組合で処理を行っている上益城郡内４町（御船町、
嘉島町、益城町、甲佐町）で実施されます。

　【汲み取り許可業者】
　　（有）米満商会　☎ 237-0112

汲み取り量１０リットルあたりの金額
現　行 変更後（令和５年６月から）

１０６円（税込） １３７．５円（税込）

お問い合わせ先　
役場都市計画課環境係
☎ 237-2597
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後期高齢者医療の

制度の対象となる方

◦ 75 歳以上の方（75 歳の誕生日から自動的に加入）
◦ �65 歳から 75歳未満の方で一定の障がいがある方（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を受けた日か
ら加入）
※�一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部、精神障害者手帳
に記載された障がいの等級が１～２級、療育手帳に記載された障がいの等級がA判定の方などです。
※�一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することがで
き、いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
※�生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が 3か月未満である方などは対象になりません。

令和 5年度の保険料率

◦保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
◦保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

＝ +
保 険 料 額
（年額）

年額66万円が上限です

均 等 割 額
（被保険者１人当たり）

５４, ０００円

所 得 割 額
総所得金額等－ 43 万円※
� （基礎控除）

×
所得割率

１０. ２６％

※�合計所得金額が2,400万円超の方は、合計所得金額に応じて基礎控除額が逓減し、2,500万円超で基礎控除額が
０円となります。

所得が低い方への均等割額軽減

◆保険料の均等割額の軽減（令和 5年度から改正されました）
①７割軽減：43 万円＋ 10万円×（給与・年金所得者の数（※１）－１）
②５割軽減（改正）：43 万円＋ 29 万円×世帯の被保険者数＋ 10万円×（給与・年金所得者の数（※１）－１）
③２割軽減（改正）：43 万円＋ 53 万 5 千円×世帯の被保険者数）＋10万円×（給与・年金所得者の数（※１）－１）

国民年金保険料「学生納付特例制度」
　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし、学生の方は一般
的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生
納付特例制度」があります。
　対象となる方は、大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校及
び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計
算した金額以下であることが条件です。

◎申請に必要なもの：学生証の写し又は在学証明書
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予定で
ある場合、４月初めに今年度の申請用紙が送られてきますので、引続き学生納付特例制度をご希望の場
合は、必要事項を記入の上ご返送ください。また「マイナポータル」からマイナンバーカードを利用し
て、電子申請も可能です。

〈所得の目安〉128 万円＋｛扶養親族などの数× 38 万円｝+ 社会保険料控除等

お問い合わせ先　熊本東年金事務所　☎ 367-8144 ／役場町民保険課　☎ 237-2574
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嘉
島
町
は
４
月
１
日
付
で
町
職

員
の
定
期
人
事
異
動
を
発
令
し
ま

し
た
。

　

名
簿
の
カ
ッ
コ
内
は
前
任
で

す
。

異　
　
　
動

議
会
事
務
局
長
（
税
務
課
長
）

�

石
坂
　
英
一

会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
（
社
会

教
育
課
長
）�

増
永
　
貴
士

税
務
課
長
（
町
民
保
険
課
長
）

�

富
嶋
　
信
行

農
政
課
長
兼
農
政
係
長
兼
整
備
係

長
（
農
政
課
長
）�

永
田
　
智
紀

町
民
保
険
課
長
（
町
民
保
険
課
戸

籍
係
長
）�

吉
本
　
博
志

社
会
教
育
課
長
（
建
設
課
下
水
道

係
長
）�

河
原
　
和
幸

農
政
課
審
議
員
兼
農
地
係
長
（
建

設
課
管
理
係
長
）�

河
原
　
正
弘

税
務
課
課
税
係
長
（
農
政
課
農
政

係
長
兼
整
備
係
長
）�

上
野
　
裕
之

町
民
保
険
課
戸
籍
係
長
（
農
政
課

農
地
係
長
）�

河
原
　
ま
り

建
設
課
下
水
道
係
長
（
税
務
課
課

税
係
長
）�

村
上
　
智
子

建
設
課
管
理
係
長
（
総
務
課
主

事
）�
杉
本
　
靖
博

社
会
教
育
課
参
事
（
福
祉
課
参
事

兼
隣
保
館
館
長
）�
中
川
　
裕
二

農
政
課
主
事
（
都
市
計
画
課
主

事
）�

西
橋
　
賢
祐

総
務
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）

�

髙
松
英
太
朗

農
政
課
主
事
（
企
画
情
報
課
主

事
）�

福
住
　
直
希

税
務
課
主
事
（
町
民
保
険
課
主

事
）�

坂
口
　
大
智

福
祉
課
主
事
（
町
民
保
険
課
主

事
）�

濱
　
み
さ
と

町
民
保
険
課
主
事
（
福
祉
課
主

事
）�

布
　
　
彩
花

昇　
　
　
格

社
会
教
育
課
審
議
員
兼
社
会
教
育

係
長
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

長
）�

園
田
ひ
ろ
み

総
務
課
審
議
員
兼
財
政
係
長
兼
管

財
係
長
（
総
務
課
財
政
係
長
兼
管

財
係
長
）�

牛
嶋
　
寿
男

退　
　
　
職

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

�

冨
岡
　
宗
徳

嘉
島
町
役
場　

職
員
人
事

（
農
政
課
主
事
）

�

奥
名
　
宏
紀

（
社
会
教
育
課
技
師
）

�

橋
口
　
剛
士

（
議
会
事
務
局
主
事
）

�

山
田
　
美
沙

定
年
退
職
・
再
任
用

福
祉
課
参
事
兼
隣
保
館
館
長
（
議

会
事
務
局
長
）�

石
阪
　
　
浩

新 

規 

採 

用

（
町
民
保
険
課
技
師
）

�

村
上
　
彩
乃

（
学
校
教
育
課
参
事
）

�

光
橋
　
憲
司

（
農
政
課
参
事
）

�

塚
本
　
　
望

都市計画課主事
古閑原　隆

農政課主事
冨田晃太郎

福祉課主事
宮部　優雅

企画情報課主事
水上　愛子

町民保険課主事
木㟢　礼惟

　

令
和
３
年
度
末
に
完
成
し
た
嘉

島
西
小
の
校
舎
増
築
棟
が
県
木
材

利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
で
木

材
協
会
連
合
会
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

同
小
の
増
築
棟
は
、
杉
や
ヒ
ノ

キ
な
ど
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
。

広
い
廊
下
と
教
室
の
仕
切
り
を
取

り
払
い
、
明
る
く
広
々
と
し
た
空

間
で
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
庭
を
囲
む
よ
う
に
造
ら
れ
た
平

屋
の
２
棟
に
は
、
現
在
、
低
学
年

児
童
た
ち
の
６
教
室
が
入
っ
て
い

ま
す
。

 嘉島西小の校舎増築棟 

県木材利用優良施設に

木材をふんだんに使い、広々とした空間で過ごせる嘉島西小の
増築棟の教室
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

嘉
島
町
の
新
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
皆
さ
ま
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
4
月
に
入
り
、
新
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
嘉
島
交
番
は
皆
さ

ま
の
登
下
校
時
を
中
心
に
見
守
り
警
戒

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
県
内
で

は
、
盗
難
被
害
や
子
ど
も
を
狙
っ
た
声

掛
け
、
わ
い
せ
つ
事
案
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
登
下
校
時
な
ど
細
心
の

注
意
を
お
願
い
し
ま
す

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）2月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R5.2 3 41 0 0 0 0 0 0

R5 累計 5 108 0 0 0 0 0 3

前年比 ± ０ +26 ± ０ ± ０ -12 ± ０ ± ０ +3

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R5.2 9 124 0 0 0 1 0 1

R5 累計 18 336 0 0 1 2 0 4

前年比 +6 +7０ ± ０ ± ０ -11 +2 ± ０ +2

悪質業者にご注意を！
　突然訪問してきて商品の押し売りをしたり、強引に貴金属
類を引き取ろうとしたりするなどの悪質業者に関する相談が

急増しています。
悪質業者の特徴

●�突然訪問してくる
●��「不用品はない」と断っても、すぐに
帰ろうとせずに長時間居続ける

●�会社の住所や連絡先が確認できない
●�近所をトラックで巡回している　など

被害防止のポイント！
　誰かが訪ねてきたら、
　　★まずはインターフォン越しに対応する
　　★不要な物は、はっきりと断る
ことが大切です。
　断っても相手が帰らないときは、御船警察署に通報
するか、緊急の際は１１０番通報をしてください。
　断れずに契約してしまった場合も、すぐに相談を！
　消費者ホットライン　☎１８８（イヤヤ！）
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人権問題の正しい理解のために 〔その370〕
さまざまな
　　　課題

　人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センター（上六嘉９１７）で随時受け付け
ています。ご相談内容によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日８時半～17時15分
　同センター　☎２３７－０４６４（嘉島町上六嘉917）

町文化センターから

感染症・難病等をめぐる人権

※熊本県人権同和政策課啓発資料より

　感染症については、まず、予防及び治療といった医学的な対応が不可欠であることは言うまで
もありませんが、それとともに、患者や家族などに対する偏見や差別意識の解消など、人権尊重
の視点も重要です。
　また、難病はその種類も多く様々な病気の特性があり、個人差があるため、一見して病気とわ
かる場合もあれば、外見上はあまり変化がなく、健康な人と変わらない場合もあります。そのた
め、病気に対する無理解や偏見により、心ない言葉をかけられるなどの差別を受けることがあり
ます。
　だからこそ、病気について正しく理解し、こうした偏見や差別を払拭することが必要です。

病気について正しく理解し、偏見や差別をなくしましょう

理解してもらえなくて…

（漫画：桜田幸子さん）
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Viernes Spencer = Jiro

Ki Ora
　Kashima!!

(こんにちは嘉島）

ヴィアネス・スペンサー=ジロー
ALT（外国語指導助手）

Ki�Ora�Kashima!�Spring�break�is�here,�and�a�
new�school�year�will�begin.�During�the�spring�
break,� my� friends� from� New� Zealand� will�
come� to� visit� me� in� Japan.� I� would� like� to�
show�them�the�beautiful�nature�of�Kumamo-
to.�I�would�like�to�take�them�to�Suizenji�Park,�
Mt.�Aso,�Kumamoto�Castle,�and�many�other�
places.�Also,�when�they�come�to�Kumamoto,�I�
would� like� them� to� try�horse� sashimi.� I� am�
worried�about�whether�they�can�eat�it...�I�am�
also�planning�to�go�to�Isshin-gyo�to�see�cher-
ry�blossoms.�I�am�sure�they�will�love�Kuma-
moto.�I�am�sure�they�will�want�to�come�back�
again.�We�are�planning�to�have�a�family�from�
NZ� this� time.� I�hope� they�will� have�a�good�
time�too.�I�can’t�wait�to�see�them.�If�you�have�
any� recommendations� for� nearby� places� to�
visit,�please�let�me�know.�See�you�soon!

　こんにちは嘉島！春休みに入りましたね。次は、
新しい学年が始まります。春休みにはニュージー
ランドからの友人が日本に遊びに来てくれます。
私は彼らに熊本の美しい自然を見せたいと思い
ます。水前寺公園や阿蘇山、熊本城など、いろ
いろなところに連れていきたいと思います。ま
た、熊本に来たら、やはり馬刺しですよね。生
物が食べられるか心配ですが…一心行でお花見
も計画しています。彼らは熊本を気に入いるこ
とまちがいないです。また来たいと言いますよね。
今度はニュージーランドから家族も来る予定です。
彼らも楽しい時間を過ごせるといいなと思います。
家族に早く会いたいです。もし近場でおすすめ
な観光スポットがあれば、教えてください。ま
たね！

春休み

Spring Vacation

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
「
湧
く
湧
く
元
気
ク

ラ
ブ
」
で
は
月
１
回
、
第
１
日
曜
日
の
朝
９
時
か
ら

く
ま
ト
ヨ
パ
ー
ク
（
町
総
合
運
動
公
園
西
エ
リ
ア
）

の
芝
生
広
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
と
公
園
内
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
運
営
委
員
で
障
害
児
支
援
の
事
業
所
に
務

め
る
矢
野
滉
平
さ
ん
（
31
）
か
ら
、「
い
い
姿
勢
で

全
身
の
筋
肉
を
満
遍
な
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
大
き
く

呼
吸
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
ラ
ジ
オ
体
操
。
こ
の
後
、
全
員
で
公
園
内

の
８
２
０
㍍
の
コ
ー
ス
を
一
回
り
し
て
散
会
し
ま
す
。

　

参
加
者
の
多
く
は
、
地
区
の
仲
間
同
士
集
ま
っ
て
、

自
宅
か
ら
歩
い
て
集
ま
り
ま
す
。「
公
園
内
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
合
わ
せ
て
往
復
約
１
万
歩
。
い
い
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
ま
す
」
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

老
若
男
女
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
同
ク
ラ
ブ
☎
２
３
７－

０
０
５
８
（
町
教
育
委

員
会
内
）。

輪になってラジオ体操を楽しむ参加者たち

美
し
い
熊
本
市
内
の
夜
景
（
花
岡
山
か
ら
）

一緒に体操 ・ウォーキング
第１日曜日
朝９時から　くまトヨパーク広場で
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内
月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

4 29 土 UP！vol.3 15：00 無料 
(事前問い合わせ必要)

Grow-up and Vivace 
☎ 090-2853-6412

注：正式な開演時間等については、主催者にご確認ください。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細は主催者へお問い合わせください。
　また、新型コロナウイルスの感染防止のため、大会などが中止あるいは延期される場合もあります。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
 ○ 予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設予約→空き情報確認→体育施設→くまトヨスポーツパーク）でご覧にな

れます。

各種大会等予定 2023年３月13日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

4 15 土 セレシアサッカー交流大会 多目的競技場 9時00分 セレシアFC

4 15 土 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 14時00分 （一社）熊本県サッカー協会

4 16 日 高円宮杯JFA U-15 サッカーリーグ2023九州 多目的競技場 9時00分 （一社）九州サッカー協会

4 22 土 高円宮杯JFA U-15 サッカーリーグ2023九州 多目的競技場 9時00分 （一社）九州サッカー協会

4 23 日 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 9時00分 （一社）熊本県サッカー協会

4 29 土 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 9時00分 （一社）熊本県サッカー協会

4 30 日 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 9時00分 （一社）熊本県サッカー協会

5 3 水 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 9時00分 （一社）熊本県サッカー協会

5 4 木 高円宮杯JFA U-15 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 9時00分 （一社）熊本県サッカー協会

5 6 土 球蹴男児 U-16リーグ 多目的競技場 9時00分 球蹴男児U-16実行委員会

5 13 土 球蹴男児 U-16リーグ 多目的競技場 10時00分 球蹴男児U-16実行委員会

5 14 日 球蹴男児 U-16リーグ 多目的競技場 10時00分 球蹴男児U-16実行委員会

5 20 土 球蹴男児 U-16リーグ 多目的競技場 9時00分 球蹴男児U-16実行委員会

5 21 日 球蹴男児 U-16リーグ 多目的競技場 9時00分 球蹴男児U-16実行委員会

5 21 日 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 14時00分 （一社）熊本県サッカー協会

5 28 日 高円宮杯JFA U-18 サッカーリーグ2023熊本 多目的競技場 9時00分 （一社）熊本県サッカー協会

くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エリア）

 「くまもとの地下水を育む募金箱」のご案内 
　公益財団法人くまもと地下水財団では熊本地
域の宝である地下水を守るため、様々な活動を
行っておりますが、その財源を広く募ることを
目的に、各市町村役場等に募金箱を設置してお
ります。皆様のご協力により、令和４年度は総
額５万8,391円の募金をお寄せいただいたところ
であり、改めてお礼申し上げます。いただいた
募金は、森の保全や冬場の水田への水張りなど
様々な地下水保全事業に活用させていただいて
います。

　住民の皆様の行動が、未来の地下水につなが
ります。かけがえのない熊本の地下水を未来に
残すため、皆様のご支援、ご協力をお願いいた
します。
　募金箱は役場の玄関ホールに設置してありま
す。
　公益財団法人くまもと地下水財団

☎２２７–�６６７８
　ホームページ掲載先

https://kumamoto�gwf.or.jp
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　開館は原則、火曜～日曜（９～17時）で月曜休館。ゴールデンウイー
クの祝日も開館しています。
※ブックポストは休館でも利用できます。☎ 237-0058

おすすめ本

変な絵	 	 	
あなたは、この絵の「謎」が、解けますか？	
	 　雨穴
越境刑事	 	 	 	
	 　中山　七里
	知識ゼロですが、つみたてNISAとiDeCoの次
はどんな投資をすればよいですか。	 	 	
	 　横山　光昭
	嫌いな人がいる人へ　自分を知って生きやすく
なるメントレ	 	 	
	 　古山　有則
人生100のリスト	 	 	
	 　ロバート・ハリス
地震・水害・台風・土石流…など徹底対策！	
災害に強い家はこうつくる	 	 	
	 　七呂　恵介
知識ゼロでも楽しく読める！天気のしくみ	 	 	
	 　中島俊夫　監修
マイナス思考からすぐに抜け出す９つの習慣	
	 　古川　武士
日本人の真価	 	 	
	 　藤原　正彦
	バナナの魅力を100文字で伝えてください	
誰でも身につく36の伝わる法則	 	 	
	 　編集者　柿内尚文

小説　すずめの戸締まり	 	 	
	 　新海　誠
ことばを育てるえほん	 	 	 	
あいうえオノマトペ　ぱぴぷぺぽいっと！　　
	 　文	石上志保	
　　　　　　　　　　　　　　　	絵	赤池佳江子
ピヨピヨ　はじめてのキャンプ	 	 	
	 　工藤　ノリコ
大
だい
ピンチずかん	 	 	

	 　鈴木のりたけ
かいけつゾロリ　きょうりゅうママをすくえ！		
	 　作／絵　原ゆたか　協力　原　京子
13歳からの「ネットのルール」	 	 	 	
	誰も傷つけないためのスマホリテラシーを身につける本	
	 　小木曽　健　監修
こいのぼりくんのさんぽ	 	 	
	 　すとうあさえ　ぶん　たかおゆうこ　え
あるヘラジカの物語	 	 																																
	 　星野道夫　原案　鈴木まもる　絵と文
	絵で学ぶ小学生の英語レッスン　ABCから英会
話まで	 	 	
	 　監修　鴻巣彩子
かんじのえほん　漢字の絵本	 	 	
	 　五味太郎　作

　

嘉
島
町
民
会
館
「
図
書
室
」
で
は
、
４
月
23
日
の

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
好
き
な
本
を
投

票
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
好
き
な
本
選
挙
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

併
せ
て
「
よ
ん
で
ク
イ
ズ
」
も
実
施
。
参
加
は
１

人
１
回
で
、
町
民
な
ら
大
人
で
も
参
加
で
き
、
プ
チ

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
や
好
き
な
理
由
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

は
図
書
室
に
展
示
す
る
ほ
か
、
希
望
さ
れ
る
方
の
コ
メ

ン
ト
は
「
広
報
か
し
ま
」
で
も
紹
介
し
ま
す
。

○
投
票
期
間

　

４
月
18
日
（
火
）
～
５
月
７
日
（
日
）

　

※
投
票
用
紙
は
図
書
室
に
あ
り
ま
す
。

○
展
示
期
間

　

５
月
16
日
（
火
）
～
６
月
４
日
（
日
）

町
民
会
館
「
図
書
室
」

　
休
館
日
カ
レ
ン
ダ
ー

カ
ラ
ー
の
日
が
休
館
日

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

「子ども読書の日」企画

好きな本選挙  よんでクイズ
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ぽ
か
ぽ
か
の
日
射
し
に
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
め
る
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
白
と
紫	

大
塚
シ
ズ
子

艶つ
や
つ
や艶
で
ふ
っ
く
ら
と
し
て
あ
っ
た
か
い
卒
寿
間
近
い
母
の
お
に
ぎ
り	

川
原
　
涼
子

き
さ
ら
ぎ
の
光
と
風
に
乾
き
ゆ
く
切
り
干
し
大
根
甘
き
香
の
す
る	

北
澤
喜
美
子

ひ
と
の
手
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
早
春
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
謎
め
い
た
色	

工
藤
　
明
子

夜よ

の
庭
に
積
も
れ
る
雪
が
か
が
や
け
り
宇
宙
の
便
り
両
手
に
す
く
う	

境
　
　
益
代

き
さ
ら
ぎ
の
梅
の
小
枝
に
み
の
虫
は
枯
葉
ま
と
ひ
て
春
待
つ
ら
し
も	

津
出
ト
ヨ
子

冬
の
木
の
桜
並
木
は
鉛
色
風
に
ま
ぎ
れ
て
雪
の
散
り
く
る	

冨
永
　
照
代

乳
い
ろ
の
月
の
傾
く
朝
の
空
か
の
国
か
の
地
か
の
子
ら
の
宙そ

ら	

橋
本
ユ
キ
子

浮
島
の
神
社
の
脇
の
水す

い
め
ん面

の
笑
い
て
見
ゆ
る
正
月
二
日	

林
　
ひ
ろ
み

テ
ー
ブ
ル
の
上
の
日
記
は
過
ぎ
た
日
の
文
字
の
分
だ
け
ふ
く
ら
み
て
い
る	

本
住
　
晴
美

拳
こ
ぶ
し

ほ
ど
の
い
き
な
り
団
子
提
げ
て
行
く
友
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て	

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

◦
読
み
方 

風
は
簾れ
ん
せ
い旌
を
動
か
し
て

雪せ
っ

花か

舞
う

内
藤　

美
南
子
さ
ん

（
下
六
嘉
）

１日� ・庁内常会　・町議会臨時会
� ・熊本県土地改良事業団体連合会上益城支部協議会
２日� ・熊本県市町村職員共済組合理事会
� ・熊本県市町村職員共済組合組合会
３日� ・熊日より来庁応対　・熊本大学来庁応対
� ・議会運営委員会
４日� ・中学校卒業式
５日� ・消防団出初式
６日� ・課長会議　・熊本県警生活安全部長来庁応対　
７日� ・上島老人会長来庁応対　・町議会定例会
� ・国土交通省熊本河川国道事務所長来庁応対　
８日� ・地域福祉計画策定委員会
� ・地方公務員災害補償基金代表者委員会（WEB）
９日� ・熊本県防犯協会連合会来庁応対　・町議会定例会
10日� ・消防団長来庁応対　・町議会定例会
� ・ごみ問題対策実行委員会　・区長会議
11日� ・宇城・上益城地区入隊・入校予定者激励会
12日� ・三郎無田区総会
13日� ・課長会議　・熊本県環境整備事業団理事会　
� ・�熊本県優良住宅協会、熊本県住宅リフォーム協会設

立40周年記念祝賀会
14日� ・教育委員会委員辞令交付
� ・地方公共団体金融機構代表者会議
� ・小倉こども政策担当大臣要請活動
15日� ・水土里情報利活用協議会総会
� ・熊本県共同募金会来庁応対
16日� ・嘉島中央土地改良区総代会　・熊本県共同募金会理事会

� ・土地改良事業団体連合会九州協議会
17日� ・熊本銀行との包括連携に関する協定書調印式
� ・総合教育会議　
� ・熊本県警察本部長来庁応対
� ・イオン熊本店長来庁応対
19日� ・高田堰土地改良区総会
� ・熊本空港新旅客ターミナル供用開始記念レセプション
20日� ・課長会議　・熊本県土地改良事業団体連合会総会
22日� ・町社会福祉協議会理事会
� ・町社会福祉協議会評議員会
23日� ・全国町村会理事会　・全国町村会正副会長会
24日� ・熊本県町村会定期総会　・課長会議
� ・国土交通省立野ダム工事事務所長来庁応対
26日� ・上仲間区総会　・犬渕区総会
� ・東海大学九州キャンパス阿蘇くまもと臨空校舎竣工式
27日� ・課長会議　・熊本県防犯協会連合会理事会
28日� ・熊本県共同募金会評議員会　・益城町役場庁舎落成式
� ・県農林水産部長来庁応対
29日� ・熊本県建設技術センター評議員会
� ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
� ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
� ・上益城地域振興局長来庁応対
30日� ・北甘木老人クラブ総会
� ・阿蘇くまもと空港国際線復興協議会役員会
31日� ・熊本県町村会辞令交付式
� ・上益城広域連合辞令交付式　・退任式

３月の町長の動き
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絵手紙

浦本　陽向さん
　　　　（嘉島中３年）

緒方　美智代さん
　　　　　　　（上島）

荒木町長談

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
、
今
年
は
４

年
ぶ
り
に
消
防
出
初
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
消
防
団
員
の
数
は
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
嘉
島
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
久
し
ぶ

り
に
団
員
の
凛
々
し
い
勇
姿
を
見
て
、
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
財
産

を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学

校
を
卒
業
し
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
校
で
自
分
の
夢

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
学
業
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
も
３
月
か
ら
新
し
い
任
期
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
の
皆
さ
ん
と
執
行
部
が
車

の
両
輪
と
し
て
力
を
合
わ
せ
て
諸
施
策
に
取
り
組
み
、

安
全
で
安
心
で
き
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

かしま
の
文化

　

橋
本　

ユ
キ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
北
甘
木
）

「
春
の
陽
射
し
」

「
立
ち
雛
」

「
小
菊
」こ

ど
も
日
本
画

水
彩
画

小倉こども政策担当大臣への
要請活動　　　　　　　　　
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３
月
末
か
ら
４
月
頭
ま
で
バ
タ
バ

タ
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
が
皆

様
は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
年
度
に
な
り
、
自
分
や
周
り
の
環

境
が
大
き
く
変
わ
り
ド
キ
ド
キ
さ
れ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
出
会
っ
た
方
に
感
謝
し

な
が
ら
こ
の
一
年
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　（
都
）

嘉島町の人口動態
令和５年３月31日現在

（前月比）

人   口10,101 人　

　男　　 4,907 人　

　女　 5,194 人

世帯数　 4,081 世帯　（＋28）

　（＋23）

　（＋ 4）

　（＋27）

発行所 嘉島町
発行人 荒木 泰臣

https://www.town.kumamoto-kashima.lg.jp/

発行日　令和５年４月14日

☎

 

ご両親：藤木　亨大さん、りかさん（下仲間）
パパとママの宝物♡これからもすくすく育ってね！

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。役場総務課人事広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。
メールの場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信願います。

　
嘉
島
西
小
（
児
童
数
４
９
４
人
）

で
３
月
３
日
、
お
別
れ
遠
足
に
先

立
っ
て
卒
業
生
81
人
を
送
る
お
別
れ

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
密
を
避
け
る
た

め
、
２
年
前
か
ら
こ
の
形
に
な
り
ま

し
た
。
学
年
ご
と
に
４
分
ほ
ど
の
動

画
を
用
意
、
画
面
越
し
に
歌
、
合
奏
、

感
謝
の
言
葉
な
ど
で
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
た
ち
に
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。
５
年
生
た
ち
は
、
卒
業
す
る
６

年
生
に
倣
っ
て
「
学
校
あ
る
あ
る
」

を
披
露
。「
廊
下
で
は
走
ら
な
い
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
別
れ
会

　
こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

香
典
返
し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
太
田
　
純
子
　
様
（
上
島
）

　
　
　
亡
　
郁
夫
　
様

　
西
山
　
正
敎
　
様
（
上
島
）

　
　
　
亡
　
タ
マ
ヱ
　
様

　
中
村
　
省
吾
　
様
（
井
寺
）

　
　
　
亡
　
マ
ス
子
　
様

　
渡
邊
　
幸
子
　
様
（
上
仲
間
）

　
　
　
亡
　
中
山
　
孝
子
　
様

　
木
田
　
勝
　
様
（
下
仲
間
）

　
　
　
亡
　
マ
サ
子
　
様

　
鋤
野
　
民
夫
　
様
（
上
六
嘉
）

　
　
　
亡
　
タ
ミ
子
　
様

　
森
島
　
久
子
　
様
（
北
甘
木
）

　
　
　
亡
　
良
次
　
様

　
松
永
　
ま
り
子
　
様
（
井
寺
）

　
　
　
亡
　
塚
本
　
雄
子
　
様

　
　
　
　
　
　
３
月
15
日
現
在

善

意

の

輪

と
呼
び
か
け
て
い
る
先
生
が
走
っ
て

い
る
」
な
ど
と
発
表
し
、
み
ん
な
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

感謝の言葉を伝える２年生児童たち

藤木　智暉（ともき）くん
　　　　2022年７月１日生

母親：竹村　涼花さん（上六嘉）
いつも笑顔ですくすく育ってます！

竹村　龍煌（りょうき）くん
　　　　2022年６月26日生


